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本
稿
は
︑
明
代
後
期
の
文
人
︑
李
攀
龍
︵
一
五
一
四
～
七
〇
︶
と
王
世
貞
︵
一
五

二
六
～
九
〇
︶
が
︑
互
い
に
宛
て
た
書
簡
の
譯
注
で
あ
る
︒

李
攀
龍
と
王
世
貞
は
︑
復
古
派
︵
ま
た
は
古
文
辭
派
︶
で
知
ら
れ
る
後
七
子
の
中

心
と
し
て
︑
嘉
靖
～
萬
曆
年
間
の
文
壇
に
大
き
な
影
@
を
與
え
た
人
物
で
あ
る
︒
明

代
に
お
け
る
復
古
派
の
元
祖
は
李
夢
陽
ら
前
七
子
で
あ
る
が
︑
李
攀
龍
ら
は
前
七
子

の
主
張
を
繼
承
し
︑﹁
文
は
秦
漢
︑
詩
は
盛
唐
﹂
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
︑
文

學
活
動
を
展
開
し
た
︒
彼
ら
の
書
簡
に
は
︑
彼
ら
の
文
學
觀
︑
交
流
の
様
子
が
現
れ

て
お
り
︑
明
代
文
人
の
交
遊
關
係
や
社
會
狀
況
等
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
︒

ま
た
︑
彼
ら
の
江
戸
時
代
の
日
本
に
與
え
た
影
@
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
︒

荻
生
徂
徠
が
︑
古
文
辭
派
の
主
張
に
強
い
影
@
を
受
け
︑
古
文
辭
學
を
推
し
進
め
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
︒
古
文
辭
派
の
文
章
は
︑
手
本
と
す
べ
き
も
の
と
し

て
︑
徂
徠
や
そ
の
門
人
た
ち
か
ら
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
に
︑
明
代
文
人
の
狀
況
を
知
る
上
で
も
︑
江
戸
時
代
の
日
本
に
與
え
た

影
@
を
考
え
る
上
で
も
︑
非
常
に
興
味
深
い
資
料
と
言
え
る
︒

今
回
は
︑
王
世
貞
の
李
攀
龍
宛
の
書
簡
か
ら
︑
嘉
靖
三
十
一
年
～
同
三
十
二
年
頃

の
も
の
を
取
り
上
げ
る
︒

前

言

本
稿
は
︑
明
代
後
期
の
文
人
︑
李
攀
龍
︵
字
は
于
鱗
︑
號
は
滄
溟
︑
山
東
歷
城
の

人
︒
一
五
一
四
～
七
〇
︶
と
王
世
貞
︵
字
は
元
美
︑
號
は
弇
州
︑
弇
山
︑
鳳
州
︑
江

蘇
太
倉
の
人
︒
一
五
二
六
～
九
〇
︶
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
書
簡
の
譯
注
で
あ
る
︒

言
う
ま
で
も
な
く
︑
李
攀
龍
と
王
世
貞
は
︑
復
古
派
︵
ま
た
は
古
文
辭
派
︶
と
し

て
知
ら
れ
る
後
七
子
の
中
心
に
し
て
︑
嘉
靖
・
萬
曆
年
間
の
文
壇
に
大
き
な
影
@
を

與
え
た
人
物
で
あ
る
︒
明
代
に
お
け
る
復
古
派
の
元
祖
は
李
夢
陽
ら
前
七
子
で
あ
る

が
︑
李
攀
龍
ら
は
前
七
子
の
主
張
を
繼
承
し
︑﹁
文
は
秦
漢
︑
詩
は
盛
唐
﹂
と
い
う

一
見
過
激
と
も
と
れ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
︒
こ
れ
は
︑
當
時
流
行
し
て
い
た
宋
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を
典
型
と
す
る
流
れ
に
對
す
る
反
發
か
ら
出
發
し
た
も
の
で
あ
り
︑
文
學
の
發
展
史

か
ら
見
れ
ば
必
然
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
や
が
て
性
霊
説
を
提

唱
し
た
袁
宏
道
ら
の
公
安
派
や
鍾
惺
・
譚
元
春
の
竟
陵
派
等
か
ら
の
批
判
に
さ
ら
さ

れ
︑
さ
ら
に
錢
謙
益
に
よ
っ
て
最
後
の
一
擊
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︵
吉
川

幸
次
郎
﹃
元
明
詩
概
説
﹄︑
松
下
忠
﹃
明
・
清
の
三
詩
説
﹄
明
治
書
院
︑
一
九
七

八
︶︒今

回
譯
注
を
施
す
書
簡
に
は
︑
彼
ら
の
文
學
觀
が
記
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
︑
役
人

勤
め
の
感
慨
︑
ま
た
仲
間
同
士
の
友
情
な
ど
︑
彼
ら
の
交
流
の
あ
り
さ
ま
が
現
れ
て

お
り
︑
明
代
文
人
の
交
遊
關
係
や
社
會
狀
況
等
を
知
る
上
で
も
︑
非
常
に
興
味
深
い

資
料
だ
と
言
え
る
︒

王
世
貞
の
李
攀
龍
宛
の
書
簡
は
︑
王
世
貞
が
嘉
靖
三
十
一
年
︑
南
方
に
出
か
け
た

直
後
か
ら
始
ま
る
が
︑
こ
こ
ま
で
の
彼
の
動
き
を
記
し
て
お
く
︒
ま
ず
︑
嘉
靖
二
十

六
年
︵
一
五
四
七
︶︑
二
十
二
歳
で
進
士
に
及
第
︒
同
年
の
合
格
者
に
は
︑
李
春
芳
︑

張
居
正
︑
楊
繼
盛
︑
汪
道
昆
︑
李
先
芳
ら
が
お
り
︑
い
ず
れ
も
後
に
王
世
貞
の
人
生

に
深
く
關
わ
る
人
々
で
あ
る
︒
翌
年
︑
李
先
芳
の
詩
社
に
入
っ
て
李
攀
龍
と
出
逢

い
︑
そ
の
文
學
觀
に
共
鳴
し
︑
終
生
に
わ
た
る
交
わ
り
を
結
ぶ
︒
ま
た
こ
の
年
︑
盧

逮
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
謝
榛
と
も
知
り
合
う
︒
二
年
後
の
嘉
靖
二
十
九
年
に
は
︑

新
た
に
進
士
及
第
を
果
た
し
た
梁
有
譽
・
宗
臣
・
徐
中
行
・
呉
國
倫
が
相
繼
い
で
加

わ
り
︑
の
ち
に
後
七
子
と
呼
ば
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
顔
を
そ
ろ
え
る
こ
と
に
な
る
︒
そ

の
後
︑
北
京
で
役
人
生
活
を
送
る
中
で
親
密
に
交
流
す
る
が
︑
嘉
靖
三
十
一
年
︑
梁

有
譽
が
病
氣
を
名
目
に
歸
鄕
し
た
の
を
皮
切
り
に
︑
王
世
貞
が
江
北
四
郡
の
察
獄

︵
地
方
の
裁
判
を
監
査
す
る
仕
事
︶
を
命
じ
ら
れ
て
離
京
し
︑
宗
臣
も
病
氣
に
よ
り

歸
鄕
す
る
な
ど
︑
後
七
子
の
蜜
月
は
終
わ
り
を
告
げ
る
︒
こ
の
よ
う
な
時
期
か
ら
書

簡
の
や
り
と
り
が
始
め
ら
れ
︑
彼
ら
の
交
遊
の
新
た
な
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
︒

こ
こ
で
︑
日
本
へ
の
影
@
に
つ
い
て
も
觸
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
︒
江
戸
時
代

中
期
︑
荻
生
徂
徠
が
李
王
の
主
張
か
ら
強
い
影
@
を
受
け
︑
古
文
辭
學
を
提
唱
し
︑

文
壇
に
お
け
る
一
大
勢
力
を
築
き
上
げ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
︵
吉
川
幸
次

郞
﹁
徂
徠
學
案
﹂︹﹃
荻
生
徂
徠
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
七
三
︺︶︒
こ
う
し
て
徂
徠
や
そ

の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
︑
復
古
派
の
文
章
は
見
習
う
べ
き
模
範
の
對
象
と
な
っ
た

が
︑
そ
の
中
で
も
書
簡
文
︵
尺
牘
︶
は
︑
江
戸
時
代
の
日
本
に
お
け
る
尺
牘
集
出
版

の
流
行
を
引
き
起
こ
し
︑
李
攀
龍
﹃
滄
溟
先
生
尺
牘
﹄︑
王
世
貞
﹃
弇
州
先
生
尺
牘

選
﹄
な
ど
の
和
刻
本
が
陸
續
と
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
︵
詳
し
く
は
高
山
大
毅

﹁﹃
滄
溟
先
生
尺
牘
﹄
の
時
代
︱
︱
古
文
辭
派
と
漢
文
書
簡
︱
︱
﹂︹﹃
日
本
漢
文
學
研

究
﹄
第
６
号
︑
二
〇
一
一
︺
を
參
照
︶︒
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
︑
江
戸
時
代
の

人
々
に
も
︑
復
古
派
を
は
じ
め
と
す
る
明
代
文
人
の
書
簡
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
︑
今
後
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

凡

例

本
譯
注
の
底
本
に
つ
い
て
は
︑
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒
王
世
貞
の
書
簡
は
︑﹃
弇

州
山
人
四
部
稿
﹄︵
萬
曆
五
年
序
︑
世
經
堂
刊
本
︶
を
底
本
と
し
︑
四
庫
全
書
本
に

よ
っ
て
校
勘
を
行
っ
た
︒
李
攀
龍
の
書
簡
は
︑
三
十
巻
本
﹃
滄
溟
先
生
集
﹄
及
び

﹃
尺
牘
清
裁
﹄︵
王
世
貞
撰
︶
を
底
本
と
し
︑
こ
の
二
種
及
び
﹃
滄
溟
先
生
集
﹄
の
各

テ
キ
ス
ト
と
校
勘
を
行
っ
た
︵
校
訂
し
た
文
字
は
括
弧
内
に
示
す
︶︒
各
書
簡
に
は
︑

便
宜
的
に
通
し
番
號
を
附
し
た
︒
以
下
︑﹃
滄
溟
先
生
集
﹄
を
﹃
滄
﹄︑﹃
尺
牘
清
裁
﹄

を
﹃
尺
﹄︑﹃
弇
州
山
人
四
部
稿
﹄
を
﹃
四
﹄︑﹃
弇
州
山
人
四
部
續
稿
﹄
を
﹃
續
﹄
と

そ
れ
ぞ
れ
略
す
︒

參
考
文
獻
は
︑
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

︹
中
國
︺

・
三
十
卷
本
﹃
滄
溟
先
生
集
﹄︵︵
G
慶
六
年
︹
一
五
七
二
︺
序
︶︑
卷
三
十
に
︑
王

世
貞
宛
書
簡
十
九
首
を
収
め
る
︒
三
十
卷
本
の
ほ
か
︑
三
十
一
卷
本
︵
萬
曆
二
年

︹
一
五
七
四
︺
序
︶︑
三
十
二
卷
本
︵
刊
行
年
不
明
︶
等
が
あ
る
が
︑
各
版
本
の
繼

承
關
係
に
つ
い
て
は
︑
別
に
論
じ
る
予
定
で
あ
る
︒

・﹃
尺
牘
清
裁
﹄︵
王
世
貞
編
︑
嘉
靖
三
十
七
年
︹
一
五
五
八
︺
王
世
貞
序
︒
重
刻
︑
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G
慶
五
年
︹
一
五
七
一
︺
序
︶
卷
六
十
に
李
攀
龍
の
王
世
貞
宛
書
簡
二
十
六
首
を

收
め
る
︒

・﹃
滄
溟
先
生
集
﹄︵
包
敬
第
評
校
︑
上
海
古
籍
出
版
社
︑
一
九
九
二
︶

・﹃
滄
溟
先
生
集
﹄︵
李
伯
齊
︑
齊
魯
書
社
︑
一
九
九
八
︶

・
許
建
崑
﹃
李
攀
龍
文
學
研
究
﹄︵
文
史
哲
出
版
社
︑
一
九
八
七
︶

・
李
伯
齊
等
選
注
﹃
李
攀
龍
詩
選
﹄︵
人
民
文
學
出
版
社
︑
二
〇
〇
九
︒
以
下
﹃
李

年
譜
﹄︶

・
李
伯
齊
等
選
注
﹃
李
攀
龍
詩
文
選
﹄︵
濟
南
出
版
社
︑
二
〇
〇
九
︶

・﹃
弇
州
山
人
四
部
稿
﹄﹃
弇
州
山
人
續
稿
﹄
世
經
堂
刊
本
︵
萬
曆
五
年
序
︶
と
四
庫

全
書
本
の
２
種
︒
卷
一
一
七
に
︑
李
攀
龍
宛
の
書
簡
二
十
八
首
を
收
め
る
︒

・
鄭
利
華
﹃
王
世
貞
年
譜
﹄︵
復
旦
大
學
出
版
社
︑
一
九
九
三
︒
以
下
﹃
鄭
年
譜
﹄︶

・
徐
朔
方
﹁
王
世
貞
年
譜
﹂︵﹃
晩
明
曲
家
年
譜
﹄
浙
江
古
籍
出
版
社
︑
一
九
九
三
︶

・
陳
書
錄
等
選
注
評
點
﹃
王
世
貞
文
選
﹄︵
蘇
州
大
學
出
版
社
︑
二
〇
〇
一
︶

︹
和
刻
本
︺

・
李
攀
龍
﹃
滄
溟
先
生
尺
牘
﹄
三
卷
︵
張
敬
所
編
︑
潘
煥
宸
校
︑
田
中
良
暢
︵
蘭

陵
︶
點
︑
寶
暦
元
年
︹
一
七
五
一
︺
十
一
月
江
戸
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
印
本
︑
服

部
南
郭
序
︑
田
中
蘭
陵
跋
︶︵
王
世
貞
宛
の
書
簡
は
︑
一
・
九
・
十
・
十
六
︵
巻

上
︶︑
二
・
六
︵
卷
中
︶
を
收
錄
︹
通
し
番
號
は
︑
三
十
卷
本
﹃
滄
溟
先
生
集
﹄

の
順
に
よ
り
附
す
︺︶

・
王
世
貞
﹃
弇
州
先
生
尺
牘
選
﹄
二
卷
︵
沈
一
貫
選
︑
曾
有
原
點
︑
寛
保
二
年
︹
一

七
四
二
︺
九
月
京
都
丸
屋
市
兵
衛
刊
本
︶︵
李
攀
龍
宛
の
書
簡
は
︑
二
・
六
・

七
・
十
七
・
二
十
八
を
収
め
る
︶︵﹃
和
刻
本
漢
籍
文
集

﹄︹
汲
古
書
院
︑
一

15

九
七
八
︺
に
收
錄
︶

・﹃
盛
明
七
子
尺
牘
註
解
﹄
七
卷
︒
明
・
顧
起
元
編
︒︵﹃
和
刻
本
漢
籍
文
集

﹄
20

汲
古
書
院
︑
一
九
七
七
︶

・﹃
李
滄
溟
尺
牘
便
覧
﹄
三
卷
︒
篠
蘭
籬
︵
武
田
梅
龍
︶
著
︑
木
元
驥
校
︒
寶
曆
元

年
︵
一
七
五
一
︶
木
貞
貫
君
恕
︵
木
村
蓬
莱
︶
序
︒
寶
曆
二
年
︵
一
七
五
二
︶
山

田
三
郞
兵
衛
・
河
南
四
郞
右
衛
門
・
上
坂
勘
兵
衛
・
中
西
卯
兵
衛
刊
︒

・﹃
滄
溟
尺
牘
國
字
解
﹄
三
卷
︒
�
中
漸
︵
村
井
中
漸
︶
先
生
閲
︑
馬
玄
蔵
正
參
著
︒

明
和
二
年
︵
一
七
六
五
︶
山
田
三
郞
兵
衛
・
中
西
卯
兵
衛
・
河
南
四
郞
右
衛
門
・

上
坂
勘
兵
衛
刊
︒︵
和
刻
本
注
釋
書
に
は
數
種
の
存
在
が
確
認
で
き
る
が
︑
今
回

は
入
手
し
得
た
上
記
２
種
を
參
照
し
た
︶

・﹃
弇
州
先
生
尺
牘
解
﹄
二
卷
︒
河
世
俊
士
彦
父
著
︑
翠
筠
舎
藏
︑
寶
暦
七
年
︵
一

七
五
七
︶
須
原
屋
茂
兵
衛
・
大
野
木
市
兵
衛
・
上
田
卯
兵
衛
刊

・﹃
弇
州
尺
牘
國
字
解
﹄
三
卷
︒
高
葛
坡
著
︑
明
和
七
年
︵
一
七
七
〇
︶
皇
都
書
林

五
花
堂
梓
︵
田
中
市
兵
衛
・
河
南
四
良
右
衛
門
・
植
村
藤
右
衛
門
・
梶
川
七
郞
兵

衛
・
長
村
半
兵
衛
︶

な
お
︑
本
稿
の
作
成
過
程
に
お
い
て
︑
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
金
文
京
教
授

よ
り
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
︒
特
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
︒

﹃
弇
州
山
人
四
部
稿
﹄
卷
之
一
百
十
七

呉
郡
王
世
貞
元
美
著

文
部

書
牘
二
十
八
首

李
于
鱗

一

①

蕭
寺
握
手
︑
②

邈
若
河
山
︒
既
別
之
後
︑
意
更
深
矣
︒
舟
中
忽
忽
︑
無
可
與

語
者
︒
凡
所
接
類
︑
作
貴
人
態
︑
③

罄
折
④

戚
施
︑
相
寒
温
而
已
︒
近
⑤

天
津
︑
迅

雨
乍
過
︑
波
濤
人
立
︑
遠
不
見
天
︑
茫
茫
盡
白
︒
獨
立
舷
際
︑
⑥

神
王
氣
豁
︑
悵
然

不
挈
于
鱗
共
賞
也
︒
已
命
酌
盡
一
斗
︑
則
取
⑦

于
鱗
長
篇
十
絶
︑
爲
⑧

M
聲
歌
之
︒

⑨

浮
雲
不
流
︑
魚
龍
若
竦
︒
稍
間
︑
復
蹙
而
按
之
︑
悲
風
颯
來
︑
不
能
自
禁
︑
泣
數

行
下
︒
嗟
乎
︑
⑩

頫
仰
上
下
︑
人
代
河
山
︑
倐
忽
咫
尺
︑
得
其
幾
何
︒
三
十
之
年
︑

僕
垂
及
矣
︑
肝
膽
委
拆
︑
僅
一
于
鱗
︑
又
焉
別
也
︒
倘
令
僕
或
戀
耕
釣
︑
僕
來
執

事
︑
或
遂
厭
⑪

承
明
︑
縱
有
⑫

流
水
之
思
︑
誰
爲
吐
也
︒
亦
復
誰
憐
之
者
︒
⑬

遊
子

悲
故
鄕
︑
⑭

丈
夫
乃
志
四
海
︒
假
令
與
于
鱗
周
旋
︑
雖
絶
⑮

胡
貉
導
非
人
之
境
︑
吾

二
人
足
樂
矣
︒
如
今
向
⑯

桑
梓
︑
逐
⑰

高
陽
故
交
︑
爲
⑱

闘
鷄
六
博
之
觀
焉
︑
在
適
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耳
目
也
︒
⑲

子
相
毎
毎
志
⑳

援
桂
樹
︒
僕
故
怪
之
︑
亦
云
此
耳
︒
㉑

萬
里
比
鄰
︑
誰

謂
不
達
︒
必
要
神
賞
︑
而
廢
相
親
︑
則
鍾
子
期
沒
︑
伯
牙
何
爲
不
鼓
琴
也
︒
人
歸
甚

迫
︑
兼
有
㉒

薄
冗
︑
任
筆
見
憶
︑
殊
乏
㉓

詮
次
︒
二
君
長
歌
︑
雖
警
句
時
發
︑
大
要

多
散
緩
可
商
耳
︒
前
途
少
間
︑
亦
欲
了
此
事
也
︒

︹
時
期
︺
嘉
靖
三
十
一
年
︵
一
五
五
二
︶
七
月
︑
刑
部
員
外
郎
と
し
て
廬
州
・
揚

州
・
鳳
陽
・
淮
安
四
郡
の
察
獄
︵
裁
判
の
處
理
︶
に
出
か
け
た
直
後
︒
出
發
の
際
に

は
︑
李
攀
龍
︑
呉
國
倫
︑
宗
臣
︑
徐
中
行
︑
魏
裳
が
見
送
っ
た
︒
王
世
貞
二
十
七

歳
︑
李
攀
龍
三
十
九
歳
︒

︹
注
︺

①
蕭
寺
⁝
⁝
寺
の
こ
と
︒
こ
こ
で
は
︑
北
京
城
の
南
東
に
あ
る
天
寧
寺
と
思
わ
れ

る
︒

②
邈
若
河
山
⁝
⁝
﹃
世
説
新
語
﹄﹁
傷
逝
﹂﹁
自
嵇
生
夭
︑
阮
公
亡
以
來
︑
便
爲
時
所

羈
紲
︑
今
日
視
此
雖
近
︑
邈
若
山
河
︵
嵇
康
が
若
死
に
し
︑
阮
籍
が
亡
く
な
っ
て

か
ら
は
︑
時
勢
に
束
縛
さ
れ
︑
今
み
る
と
近
い
こ
と
な
の
に
︑
は
る
か
山
河
の
よ

う
に
隔
た
っ
た
よ
う
だ
︶﹂
に
基
づ
く
表
現
︒
ま
た
︑
類
似
す
る
表
現
が
︑
王
世

貞
の
徐
中
行
宛
の
書
簡
︵﹃
四
﹄
卷
一
一
八
︶﹁
陌
上
握
手
︑
遂
成
河
山
︵
道
端
で

握
手
を
し
て
別
れ
︑
と
う
と
う
山
河
の
よ
う
に
隔
た
っ
た
︶﹂
に
見
え
る
︒

③
罄
折
⁝
⁝
﹁
磬
折
﹂
に
同
じ
︒
古
代
の
樂
器
﹁
磬
﹂
が
折
れ
曲
が
っ
た
へ
の
字
形

を
し
て
い
る
よ
う
に
︑
腰
を
曲
げ
て
相
手
に
恭
し
く
振
る
舞
う
こ
と
を
い
う
︒

﹃
禮
記
﹄﹁
曲
禮
下
﹂﹁
立
則
磬
折
垂
佩
︵
立
て
ば
腰
を
折
っ
て
お
辭
儀
を
し
佩
玉

を
垂
ら
す
︶﹂︒

④
戚
施
⁝
⁝
ヒ
キ
ガ
エ
ル
︒
這
い
つ
く
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
︑
体
の
不
自
由
な

者
︑
お
べ
っ
か
使
い
と
い
っ
た
意
味
に
も
使
わ
れ
る
︒﹃
詩
經
﹄﹁
邶
風
﹂﹁
新
臺
﹂

に
︑﹁
燕
婉
之
求
︑
得
此
戚
施
︵
や
さ
し
い
人
を
求
め
て
い
た
の
に
︑
こ
こ
の
醜

い
者
に
捕
ら
え
ら
れ
た
︶﹂
と
あ
る
︒

⑤
天
津
⁝
⁝
永
樂
三
年
︵
一
四
〇
五
︶
に
﹁
天
津
衛
﹂
と
﹁
天
津
左
衛
﹂︑
翌
年

﹁
天
津
右
衛
﹂
が
置
か
れ
た
︒﹁
天
津
﹂
の
地
名
は
︑
の
ち
に
永
樂
帝
と
な
る
朱
棣

が
南
下
す
る
際
︑
こ
の
渡
し
場
か
ら
渡
っ
た
こ
と
︑
つ
ま
り
﹁
天
子
が
渡
っ
た

津
﹂
に
由
來
す
る
︒
都
が
南
京
か
ら
北
京
に
移
っ
て
以
降
︑
京
師
と
東
南
方
面
を

結
ぶ
水
運
の
要
衝
と
な
っ
た
︒
な
お
︑
清
代
に
入
っ
て
三
衛
が
一
つ
に
統
合
さ

れ
︑
現
在
に
至
る
︒

⑥
神
王
⁝
⁝
精
神
が
充
溢
し
て
い
る
こ
と
︒﹃
莊
子
﹄﹁
養
生
主
﹂﹁
澤
雉
十
歩
一
啄
︑

百
歩
一
飮
︑
不
蘄
畜
乎
樊
中
︒
神
雖
王
不
善
也
︵
澤
の
雉
は
十
歩
ご
と
に
一
回
つ

い
ば
み
︑
百
歩
ご
と
に
一
回
水
を
飮
ん
で
︑
籠
の
中
で
飼
わ
れ
る
の
を
求
め
な

い
︒︵
そ
れ
は
︶
精
神
が
充
溢
し
て
い
て
も
︑
よ
い
と
思
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
﹂

に
基
づ
く
︒

⑦
于
鱗
長
篇
十
絶
⁝
⁝
具
体
的
に
ど
の
作
品
を
指
す
の
か
は
不
明
だ
が
︑
こ
の
と
き

の
作
と
し
て
は
︑
李
攀
龍
﹁
席
上
鼓
飲
歌
送
元
美
五
首
﹂︵﹃
滄
﹄
卷
十
二
︶
が
あ

る
︒
ま
た
︑
王
世
貞
を
見
送
り
に
來
て
い
た
者
同
士
で
詩
の
贈
答
を
行
っ
て
い
た

こ
と
は
︑
他
の
書
簡
か
ら
も
う
か
が
え
る
︒﹃
四
﹄
卷
一
一
八
﹁
徐
子
與
︵
徐
中

行
︶﹂
之
一
﹁
舟
次
拜
十
絶
之
賜
︑
擊
節
按
歌
︑
浮
雲
不
流
︵
船
旅
の
途
中
で
十

絶
を
贈
っ
て
い
た
だ
き
︑
節
を
取
り
な
が
ら
歌
を
歌
う
と
︑
浮
雲
も
動
き
を
止
め

る
ほ
ど
で
し
た
︶﹂︑﹃
同
﹄
巻
一
一
九
﹁
宗
子
相
︵
宗
臣
︶﹂
之
一
﹁
舟
中
拜
長
歌

之
賜
︑
更
取
十
絶
讀
之
︵
船
中
で
贈
っ
て
い
た
だ
い
た
長
歌
を
拜
受
し
︑
さ
ら
に

十
絶
を
讀
み
ま
し
た
︶﹂︑﹃
同
﹄
卷
一
二
一
﹁
呉
明
Û
︵
呉
國
倫
︶﹂
之
一
﹁
舟
所

得
十
絶
歌
之
︑
不
覺
泫
然
涕
下
也
︵
船
中
で
得
た
十
絶
を
う
た
う
と
︑
思
わ
ず
涙

が
あ
ふ
れ
て
き
ま
す
︶﹂︒
詩
の
作
品
で
は
︑﹃
四
﹄
卷
四
七
﹁
別
于
鱗
子
與
子
相

明
Û
十
絶
﹂︑
呉
國
倫
﹃
嫡
着
洞
稿
﹄
卷
三
一
﹁
送
元
美
使
淮
便
過
呉
中
四
首
﹂︑

宗
臣
﹃
宗
子
相
集
﹄
卷
一
一
﹁
送
王
比
部
元
美
使
江
南
六
首
﹂︑
魏
裳
﹃
雲
山
堂

集
﹄
卷
二
﹁
送
元
美
使
江
南
﹂
な
ど
が
あ
る
︒

⑧
M
聲
⁝
⁝
︵
歌
を
歌
っ
た
り
︑
泣
い
た
り
す
る
と
き
に
︶
聲
を
長
く
引
き
の
ば
す

こ
と
︒﹃
列
子
﹄﹁
湯
問
﹂﹁
過
逆
旅
︒
逆
旅
人
辱
之
︒
韓
娥
因
曼
聲
哀
哭
︒
⁝
⁝

遽
而
追
之
︒
娥
還
復
爲
M
聲
長
歌
︵︵
韓
娥
は
︶
宿
屋
に
立
ち
寄
っ
た
︒
宿
の
人
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は
︵
韓
娥
を
︶
馬
鹿
に
し
た
︒
そ
こ
で
韓
娥
は
聲
を
長
く
引
き
の
ば
し
て
哀
し
み

泣
い
た
︒
⁝
⁝
あ
わ
て
て
︵
韓
娥
を
︶
追
い
掛
け
︵
て
連
れ
戻
し
︶
た
︒
韓
娥
は

人
々
の
た
め
に
聲
を
長
く
引
き
の
ば
し
な
が
ら
思
い
切
り
歌
っ
た
︶﹂︒

⑨
浮
雲
不
流
︑
魚
龍
若
竦
⁝
⁝
﹁
浮
雲
不
流
﹂
は
︑﹁
停
雲
﹂
と
同
じ
で
﹁︵
歌
聲
の

素
晴
ら
し
さ
に
︶
雲
も
動
き
を
止
め
る
﹂
と
い
う
意
味
︒﹃
列
子
﹄﹁
湯
問
﹂
の

﹁
秦
靑
弗
止
︑
餞
於
郊
衢
︑
撫
節
悲
歌
︒
聲
振
林
木
︑
@
遏
行
雲
︵
秦
靑
は
︵
弟

子
の
薛
譚
が
帰
鄕
し
よ
う
と
す
る
の
を
︶
止
め
る
こ
と
な
く
︑
郊
外
の
四
つ
辻
で

餞
別
を
し
て
︑
節
︵
樂
器
の
一
種
︶
を
う
っ
て
悲
し
げ
に
歌
っ
た
︒
そ
の
歌
聲
は

木
々
を
震
わ
せ
︑
そ
の
@
き
は
流
れ
る
雲
の
動
き
を
止
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
︶﹂

に
基
づ
く
︒﹁
魚
龍
若
竦
﹂
は
同
様
の
意
味
で
︑﹁︵
歌
聲
の
素
晴
ら
し
さ
に
︶
水

の
生
き
物
も
身
を
す
く
ま
せ
る
﹂︒

⑩
頫
仰
⁝
⁝
﹁
頫
﹂
は
﹁
俯
﹂
に
同
じ
︒
俯
い
た
り
仰
い
だ
り
す
る
︒

⑪
承
明
⁝
⁝
漢
代
︑
承
明
殿
の
脇
に
あ
っ
た
侍
臣
の
詰
め
所
を
承
明
廬
と
い
っ
た
こ

と
か
ら
︑
こ
こ
で
は
︑
役
人
勤
め
を
比
喩
的
に
述
べ
て
い
る
︒

⑫
流
水
之
思
⁝
⁝
﹁
流
水
﹂
は
︑﹁
高
山
流
水
﹂
で
知
ら
れ
る
有
名
な
伯
牙
と
鍾
子

期
の
故
事
︒
伯
牙
が
彈
く
琴
の
音
色
を
聞
く
だ
け
で
︑
鍾
子
期
は
伯
牙
の
心
境
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
︒
早
い
も
の
で
は
︑﹃
列
子
﹄﹁
湯
問
﹂
に
見
え

る
︒

⑬
遊
子
悲
故
鄕
⁝
⁝
﹃
史
記
﹄﹁
高
祖
本
紀
﹂﹁
高
祖
乃
起
舞
︑
慷
慨
傷
懷
︑
泣
數
行

下
︒
謂
沛
父
兄
曰
︑
游
子
悲
故
鄕
︒
吾
雖
都
關
中
︑
萬
歳
後
吾
魂
魄
猶
樂
思
沛

︵
高
祖
は
そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
て
舞
を
舞
い
︑
慷
慨
し
悲
し
み
︑
涙
を
幾
筋
も
流

し
た
︒
沛
の
男
た
ち
に
言
う
に
は
﹁
旅
人
は
故
鄕
を
懷
か
し
む
も
の
だ
︒
わ
し
は

關
中
に
都
を
置
い
た
が
︑
萬
年
の
の
ち
も
我
が
魂
は
喜
ん
で
沛
を
思
い
出
す

ぞ
﹂︶﹂
に
基
づ
く
︒

⑭
丈
夫
乃
志
四
海
⁝
⁝
曹
植
﹁
贈
白
馬
王
彪
﹂﹁
丈
夫
志
四
海
︑
萬
里
猶
比
鄰
︵
丈

夫
四
海
に
志
を
立
て
れ
ば
︑
萬
里
ほ
ど
遠
く
隔
た
っ
て
も
隣
に
い
る
よ
う
な
も
の

だ
︶﹂
に
基
づ
く
︒

⑮
胡
貉
⁝
⁝
北
方
の
異
民
族
︒﹃
漢
書
﹄
巻
四
九
﹁
夫
胡
貉
之
地
︑
積
陰
之
處
也

︵
北
方
の
異
民
族
が
住
む
土
地
と
い
う
の
は
︑
酷
寒
の
地
で
あ
る
︶﹂︒

⑯
桑
梓
⁝
⁝
桑
や
梓
は
家
の
周
り
に
植
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
︑
家
や
故
鄕
を
指
す
︒

﹃
詩
經
﹄﹁
小
雅
﹂﹁
小
弁
﹂﹁
維
桑
與
梓
︑
必
恭
敬
止
︵
ふ
る
さ
と
に
は
必
ず
う
や

う
や
し
く
す
る
︶﹂
と
あ
る
︒

⑰
高
陽
⁝
⁝
高
陽
酒
徒
と
も
い
う
︒﹃
史
記
﹄﹁
酈
生
列
傳
﹂
に
︑
酈
食
其
が
沛
公

︵
劉
邦
︶
の
も
と
を
訪
ね
た
と
き
︑
劉
邦
に
﹁
儒
者
に
會
う
暇
は
な
い
﹂
と
言
わ

れ
て
激
昂
し
︑﹁
わ
し
は
高
陽
の
酒
徒
だ
︑
儒
者
で
は
な
い
﹂
と
言
い
放
っ
た
故

事
に
基
づ
く
︒
ま
た
︑
王
世
貞
は
自
身
を
﹁
貞
也
高
陽
一
狂
客
﹂︵﹁
寄
贈
李
順
德

于
鱗
﹂﹃
四
﹄
卷
十
七
︒
嘉
靖
三
十
三
年
こ
ろ
の
作
︶
と
言
っ
て
い
る
︒

⑱
闘
鷄
六
博
⁝
⁝
﹁
六
博
﹂
は
博
奕
の
一
種
︒﹃
楚
辭
﹄﹁
招
魂
﹂﹁
菎
蔽
象
棊
︑
有

六
簙
些
︵
竹
の
箸
と
象
牙
の
駒
︑
す
ご
ろ
く
の
遊
び
を
す
る
︶﹂︒﹃
戰
國
策
﹄﹁
齊

一
﹂﹁
臨
淄
甚
富
而
實
︒
其
民
無
不
吹
竽
鼓
瑟
︑
擊
筑
彈
琴
︑
鬬
雞
走
犬
︑
六
博

蹹
鞠
者
︵
臨
淄
は
大
變
豐
か
で
充
實
し
て
お
り
ま
す
︒
そ
の
民
は
み
な
竽
を
吹
き

瑟
を
鼓
し
︑
筑
を
撃
ち
琴
を
彈
じ
︑
鷄
を
闘
わ
せ
犬
を
走
ら
せ
︑
六
博
や
蹴
鞠
を

し
て
お
り
ま
す
︶﹂︒

⑲
子
相
⁝
⁝
宗
臣
︵
一
五
二
五
～
六
〇
︶︑
字
は
子
相
︑
興
化
︵
江
蘇
省
︶
の
人
︒

嘉
靖
二
十
九
年
︵
一
五
五
〇
︶
の
進
士
︒
後
七
子
の
一
人
︒
官
は
刑
部
主
事
︑
吏

部
考
功
主
事
︑
吏
部
文
選
司
を
歷
任
︑
病
氣
の
た
め
一
時
歸
鄕
︒
の
ち
に
復
歸
す

る
が
︑
嚴
嵩
彈
劾
に
よ
り
處
刑
さ
れ
た
楊
繼
盛
の
葬
儀
を
︑
王
世
貞
ら
と
と
も
に

執
り
行
っ
た
こ
と
か
ら
嚴
嵩
に
憎
ま
れ
︑
福
建
參
議
に
左
遷
さ
れ
る
︒
お
り
し
も

福
建
に
倭
寇
の
襲
來
が
あ
り
︑
宗
臣
は
擊
退
に
貢
獻
し
た
が
︑
ま
も
な
く
在
任
中

に
病
沒
し
た
︒
三
十
六
歳
︒﹃
宗
子
相
集
﹄
が
あ
る
︒

⑳
援
桂
樹
⁝
⁝
﹁
攀
桂
﹂﹁
折
桂
﹂
な
ど
と
も
言
い
︑
普
通
は
科
擧
に
合
格
す
る
こ

と
を
指
す
︒
た
だ
し
こ
こ
で
は
︑
淮
南
小
山
﹁
招
隱
士
﹂
の
﹁
攀
援
桂
枝
兮
聊
淹

留
︵
桂
の
枝
を
引
い
て
眺
望
し
よ
う
と
︑
い
さ
さ
か
立
ち
止
ま
っ
て
待
つ
︶﹂
に
︑

李
善
注
が
﹁
配
託
香
木
︑
誓
同
志
也
︵
香
木
を
引
用
し
て
︑
志
を
同
じ
く
す
る
こ
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と
を
誓
う
︶﹂︑
ま
た
﹁
踟
蹰
徘
徊
︑
待
明
時
也
︵
た
め
ら
い
う
ろ
う
ろ
し
な
が

ら
︑
明
時
を
待
つ
の
で
あ
る
︶﹂
と
述
べ
て
い
る
の
に
基
づ
き
︑
宗
臣
が
李
攀

龍
・
王
世
貞
を
信
奉
し
︑
志
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
こ
の
こ
ろ
宗
臣
が
︑
吏
部
考
功
主
事
と
い
う
科
擧
に
關
わ
る

役
職
に
就
い
て
い
た
こ
と
に
掛
け
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
︒

㉑
萬
里
比
隣
⁝
⁝
注
⑭
を
參
照
︒

㉒
薄
冗
⁝
⁝
﹁
薄
﹂
は
﹁
や
や
﹂﹁
少
し
﹂︒﹁
冗
﹂
は
﹁
繁
雜
な
﹂﹁
煩
わ
し
い
﹂
と

い
う
意
味
で
︑﹁
俗
冗
︵
俗
世
間
の
煩
わ
し
い
事
柄
︶﹂
や
﹁
冗
役
︵
煩
瑣
な
事

務
︶﹂
な
ど
と
い
っ
た
言
葉
が
あ
る
︒
自
分
の
仕
事
・
役
職
を
謙
遜
︑
自
嘲
氣
味

に
言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒

㉓
詮
次
⁝
⁝
次
第
︑
順
序
︒

︹
譯
︺
お
寺
で
握
手
を
し
て
お
別
れ
し
て
か
ら
︑
は
る
か
山
河
の
よ
う
に
隔
た
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
︒
別
れ
て
か
ら
思
い
は
更
に
深
く
な
り
ま
し
た
︒
舟
の
中
で
は
ぼ
ん

や
り
し
て
︑
と
も
に
語
る
者
も
お
り
ま
せ
ん
︒
接
す
る
輩
は
︑
偉
そ
う
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
︑
腰
を
低
く
し
て
お
辭
儀
し
た
り
お
追
從
を
言
っ
た
り
時
候
の
挨
拶
を
す

る
程
度
に
す
ま
せ
て
い
ま
す
︒
天
津
に
近
く
な
る
と
︑
に
わ
か
雨
が
た
ち
ま
ち
過

ぎ
︑
波
頭
が
人
の
よ
う
に
立
ち
上
が
り
︑
遠
く
を
見
て
も
天
は
見
え
ず
︑
茫
々
と
し

て
霧
で
す
べ
て
が
眞
っ
白
で
す
︒
船
端
に
一
人
立
つ
と
︑
廣
々
と
し
た
氣
持
ち
が
湧

い
て
き
ま
す
が
︑
于
鱗
と
と
も
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
殘
念
に
思
わ
れ
ま

す
︒
酌
を
命
じ
て
一
斗
の
酒
を
飲
み
盡
く
し
︑
于
鱗
の
長
篇
十
絶
を
ゆ
っ
く
り
引
き

延
ば
し
て
う
た
え
ば
︑︵
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
︶
浮
雲
は
流
れ
ず
︑
魚
龍
は
竦
む
ほ

ど
で
す
︒
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
も
う
一
度
速
く
し
て
詠
ん
で
み
る
と
︑
悲
風
が
さ
っ

と
吹
い
て
き
て
︑
氣
持
ち
が
抑
え
ら
れ
ず
︑
涙
が
は
ら
は
ら
と
流
れ
ま
す
︒
あ
あ
︑

天
地
の
間
に
俯
仰
す
る
と
︑
人
の
世
も
た
ち
ま
ち
過
ぎ
︑
河
や
山
も
狭
い
ば
か
り

で
︑
何
ほ
ど
の
も
の
を
得
ら
れ
ま
し
ょ
う
︒
三
十
の
年
に
私
は
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
が
︑
腹
を
割
っ
て
話
せ
る
の
は
于
鱗
一
人
だ
け
な
の
に
︑
ま
た
別
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
も
し
私
に
隱
遁
生
活
へ
の
憧
れ
を
抱
か
せ
て
も
︑
私
は
役

人
勤
め
を
續
け
ま
す
が
︑
も
し
も
役
人
勤
め
を
や
め
て
し
ま
っ
た
ら
︑
た
と
え
高
山

流
水
の
思
い
が
あ
っ
て
も
︑
打
ち
明
け
る
相
手
が
い
な
く
な
る
で
し
ょ
う
︒
ま
た
誰

が
憐
れ
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
︒﹁
遊
子
は
故
鄕
を
慕
っ
て
離
れ
て
い
く
が
︑
立
派

な
男
と
は
四
海
に
志
を
持
つ
も
の
︵
だ
か
ら
悲
し
む
べ
き
で
は
な
い
︶﹂
と
い
い
ま

す
︒
も
し
も
于
鱗
と
と
も
に
交
際
し
續
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
北
方
の
民
が
住
む

彼
方
︑
人
の
住
ま
ぬ
と
こ
ろ
連
れ
て
い
か
れ
た
と
し
て
も
︑
我
ら
二
人
で
樂
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
ょ
う
︒
今
︵
南
下
し
て
︶
故
鄕
に
向
か
い
︑
高
陽
の
古
い
仲
間
と
付

き
合
う
の
は
︑
闘
鷄
や
ば
く
ち
を
見
る
よ
う
な
も
の
で
︑
た
だ
耳
目
を
樂
し
ま
せ
る

だ
け
で
す
︒
子
相
︵
宗
臣
︶
は
い
つ
も
我
々
の
主
張
を
信
奉
し
後
に
続
こ
う
と
の
志

を
持
っ
て
い
ま
す
︒
私
は
怪
し
ん
で
い
ま
す
が
︑
ま
た
こ
れ
を
言
う
だ
け
で
す
︒

﹁
萬
里
も
離
れ
て
い
て
も
隣
に
い
る
よ
う
で
︑
ど
う
し
て
連
絡
が
取
れ
な
い
こ
と
が

あ
ろ
う
か
﹂︒
ど
う
し
て
も
會
う
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
︑︵
會
え
な
け
れ
ば
︶
親
し

ん
だ
者
を
捨
て
去
る
の
で
あ
れ
ば
︑
鍾
子
期
が
沒
し
て
も
︑
伯
牙
は
琴
を
や
め
る
こ

と
は
し
な
い
で
し
ょ
う
︒
私
が
歸
る
旅
は
何
と
も
急
な
上
に
︑
仕
事
も
あ
り
︑
あ
な

た
と
の
思
い
出
を
筆
に
任
せ
て
書
い
て
い
る
の
で
︑
文
章
が
順
序
立
っ
て
い
ま
せ

ん
︒
二
君
の
長
歌
は
︑
警
句
は
あ
り
ま
す
が
︑
大
體
と
し
て
は
散
漫
で
議
論
の
餘
地

は
あ
る
と
い
う
程
度
の
出
來
榮
え
で
す
︒
先
々
ひ
ま
が
あ
れ
ば
︑︵
二
君
の
長
歌
を
︶

添
削
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

二

會
①

陳
生
始
得
拜
②

足
下
文
也
︒
其
辭
③

瑰
偉
麗
特
︑
亡
論
僕
守
之
可
遂
終
身

矣
︒
文
致
自
陳
生
︑
生
不
識
謂
爲
何
等
語
︑
此
亡
怪
也
︒
足
下
所
譏
彈
④

晉
江
・
⑤

毘
陵
二
公
及
其
徒
︑
師
稱
而
人
播
︑
此
盖
逐
影
@
︑
尋
名
跡
︑
非
能
心
覩
其
是
也
︒

破
之
者
︑
亦
非
⑥

必
輸
攻
而
墨
守
︑
乃
甚
易
易
耳
︒
呉
下
諸
生
︑
則
人
人
好
褒
揚
其

前
輩
︑
⑦

燥
髪
所
見
︑
此
等
便
足
衣
食
志
滿
矣
︒
亡
與
語
漢
以
上
者
︒
其
人
與
晉

江
・
毘
陵
︑
固
殊
趣
︑
然
均
之
能
大
罵
⑧

獻
吉
云
︑
獻
吉
何
能
爲
︒
⑨

太
史
公
・
少

陵
氏
爲
渠
剽
掠
盡
︑
一
盗
俠
耳
︒
僕
恚
甚
乃
又
咲
之
不
與
辨
︒
嗚
呼
︒
使
少
有
⑩

藻

偉
之
見
︑
可
以
`
其
説
︑
僕
安
能
無
辨
也
︒
⑪

夫
獻
吉
盗
太
史
公
・
少
陵
氏
而
不
怨
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也
︒
呉
子
輩
尊
⑫

二
君
子
︑
二
君
子
不
知
也
︑
僕
甚
怪
︒

⑬

公
實
持
⑭

吾
輩
五
作
徧
示
人
︑
人
那
可
與
語
適
自
辱
矣
︒
古
之
人
文
成
︑
而
欲

⑮

傳
之
通
邑
大
都
︑
已
又
欲
藏
之
名
山
︒
傳
之
通
邑
大
都
︑
以
候
識
其
⑯

惎
指
淺
也
︒

藏
之
名
山
還
⑰

造
化
︑
非
名
山
弗
稱
也
︒
其
喩
寓
深
也
︒
此
僅
可
爲
于
鱗
道
︑
難
與

公
實
言
也
︒
僕
自
結
束
以
來
︑
還
徃
燕
・
齊
・
呉
之
間
︑
凡
四
五
︑
居
天
子
邦
︑
而

友
⑱

薦
紳
先
生
︑
又
六
七
戰
(
載
)︑
僅
吾
于
鱗
數
子
耳
︒
就
數
子
中
又
僅
吾
于
鱗
︑

于
鱗
僅
吾
耳
︒
行
天
下
乃
知
天
下
大
也
︒
夫
行
天
下
大
乃
又
悲
天
下
小
也
︒
幸
⑲

勉

旃
自
愛
︑
毋
易
而
身
︒

⑳

子
相
病
告
︑
㉑

子
與
乞
使
︑
星
散
颷
忽
︑
知
足
下
之
不
快
︒
或
望
㉒

符
竹
︑
大

非
予
懷
︒
㉓

伯
承
計
已
到
︑
㉔

規
之
勿
令
入
它
道
︒

近
作
可
時
置
郵
書
中
來
︒
僕
亦
一
二
請
正
︒

︹
校
︺
○
戰
⁝
⁝
四
庫
全
書
本
︑
和
刻
本
が
﹁
載
﹂
に
作
る
の
に
從
う
︒
字
形
の
相

似
に
よ
る
誤
り
︒

︹
時
期
︺
嘉
靖
三
十
一
年
︵
一
五
五
二
︶
十
月
︒
王
世
貞
二
十
七
歳
︒

︹
注
︺

①
陳
生
⁝
⁝
當
時
︑
李
攀
龍
・
王
世
貞
と
交
遊
の
あ
っ
た
陳
姓
の
人
物
に
は
︑﹁
陳

墀
﹂﹁
陳
九
疇
﹂﹁
陳
其
學
﹂
ら
が
い
る
︵﹃
李
攀
龍
文
學
研
究
﹄
に
よ
る
︶
が
︑

こ
こ
で
は
特
定
し
が
た
い
︒

②
足
下
文
⁝
⁝
李
攀
龍
﹁
送
元
美
序
﹂︵﹃
滄
﹄
卷
十
六
︶
を
指
す
と
思
わ
れ
る
︒
本

書
簡
と
共
通
す
る
話
題
・
表
現
が
見
ら
れ
る
︒

③
瑰
偉
⁝
⁝
目
新
し
く
す
ば
ら
し
い
こ
と
︒
司
馬
相
如
﹁
子
虛
賦
﹂﹁
若
乃
俶
儻
瑰

偉
︑
異
方
殊
類
︑
珍
怪
鳥
獸
︑
萬
端
鱗
萃
︑
充
仞
其
中
者
︑
不
可
勝
記
︵
非
常
に

目
新
し
い
も
の
や
︑
異
國
の
珍
し
い
も
の
︑
不
思
議
な
鳥
獸
な
ど
が
︑
あ
ら
ゆ
る

も
の
が
う
ろ
こ
の
よ
う
に
集
ま
り
︑
そ
の
中
に
充
滿
し
て
い
て
︑
す
べ
て
を
取
り

上
げ
て
書
き
記
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︶﹂︒

④
晉
江
⁝
⁝
王
愼
中
︵
一
五
〇
九
～
五
九
︶︑
字
は
道
思
︑
晉
江
︵
今
の
福
建
省
泉

州
市
︶
の
人
︒
嘉
靖
五
年
︵
一
五
二
六
︶
の
進
士
︒
次
に
あ
げ
る
唐
順
之
と
と
も

に
唐
宋
派
の
ひ
と
り
で
︑
李
攀
龍
ら
後
七
子
と
は
對
立
す
る
主
張
を
展
開
し
た
︒

﹃
明
史
﹄
卷
二
八
七
︒

⑤
毘
陵
⁝
⁝
唐
順
之
︵
一
五
〇
七
～
六
〇
︶︑
字
は
應
德
︑
一
字
義
修
︑
武
進
︵
毘

陵
︒
今
の
江
蘇
省
常
州
市
︶
の
人
︒
嘉
靖
八
年
︵
一
五
二
九
︶
の
進
士
︑
官
は
右

僉
都
御
史
︑
巡
撫
淮
揚
に
至
る
︒
唐
宋
派
の
一
人
︒﹃
明
史
﹄
卷
二
〇
五
︒
こ
こ

で
は
︑﹁
晉
江
・
毘
陵
﹂
に
言
及
し
て
い
る
が
︑
李
攀
龍
﹁
送
元
美
序
﹂︵﹃
滄
﹄

卷
十
六
︶
に
も
︑
同
様
の
趣
旨
で
﹁
今
之
文
章
︑
如
晉
江
・
毘
陵
二
三
君
子
︑
豈

不
亦
家
傳
戸
誦
︵
近
頃
の
文
章
で
︑
王
愼
中
・
唐
順
之
や
二
三
の
君
子
ら
が
書
い

た
も
の
は
︑
ど
こ
の
家
で
も
傳
え
讀
ま
れ
て
い
る
︶﹂
と
い
う
記
述
が
見
え
る
︒

⑥
必
輸
攻
而
墨
守
⁝
⁝
﹁
輸
﹂
は
︑
公
輸
盤
の
こ
と
︒﹃
墨
子
﹄
卷
十
三
﹁
公
輸
﹂

の
﹁
子
墨
子
解
帶
爲
城
︑
以
牒
爲
械
︒
公
輸
盤
九
設
攻
城
之
機
變
︑
子
墨
子
九
距

之
︒
公
輸
盤
之
攻
械
盡
︑
子
墨
子
之
守
圉
有
餘
︵
子
墨
子
は
帶
を
解
い
て
城
の
形

を
作
り
︑
小
さ
な
木
札
を
城
樓
に
見
立
て
た
︒
公
輸
盤
は
九
回
︑
城
を
攻
擊
す
る

方
法
を
試
み
た
が
︑
子
墨
子
は
九
回
と
も
退
け
た
︶﹂
に
基
づ
く
︒

⑦
燥
髪
⁝
⁝
乾
い
た
ば
か
り
の
産
毛
︑
轉
じ
て
年
若
い
こ
と
︒﹁
髪
未
燥
﹂
と
い
う

言
い
方
も
あ
り
︑﹃
宋
書
﹄
卷
九
五
﹁
索
虜
傳
﹂
に
﹁
燾
大
怒
︑
謂
奇
曰
︑
我
生

頭
髪
未
燥
︑
便
聞
河
南
是
我
家
地
︑
此
豈
可
得
河
南
︵
拓
跋
燾
は
大
い
に
怒
り
︑

殿
中
將
軍
の
田
奇
に
言
う
に
は
﹁
わ
し
は
ま
だ
幼
い
時
か
ら
︑
河
南
は
わ
が
一
族

傳
來
の
地
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
︑
こ
こ
に
河
南
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
か
﹂︶﹂
と
あ
る
︒

⑧
獻
吉
⁝
⁝
李
夢
陽
︵
一
四
七
三
～
一
五
三
〇
︶︑
字
は
天
賜
︑
獻
吉
︑
號
は
空
同

子
︑
慶
陽
︵
甘
肅
省
︶
の
人
︒
弘
治
六
年
︵
一
四
九
三
︶
の
進
士
︑
官
は
江
西
提

學
副
使
に
至
る
︒
文
集
に
﹃
空
同
集
﹄
が
あ
る
︒
前
七
子
の
一
人
︒﹃
明
史
﹄
卷

二
八
六
︒

⑨
太
史
公
・
少
陵
氏
⁝
⁝
司
馬
著
と
杜
甫
︒

⑩
藻
偉
⁝
⁝
文
辭
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
︒﹁
藻
蔚
﹂
も
同
じ
︒﹃
弇
州
先
生
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尺
牘
解
﹄
は
︑﹁
文
藻
瑰
偉
﹂
と
す
る
︒

⑪
夫
獻
吉
～
不
怨
也
⁝
⁝
こ
こ
は
︑﹃
弇
州
尺
牘
國
字
解
﹄
が
﹁
夫
レ
獻
吉
ガ
︒
司

馬
著
・
杜
子
美
ヲ
盗
タ
ル
ハ
︒
馬
著
・
杜
甫
モ
︒
獻
吉
ヲ
ハ
千
載
ノ
知
己
ト
シ

テ
︒
怨
ハ
有
マ
シ
﹂
と
解
す
る
の
に
從
う
︒
王
世
貞
は
︑
李
夢
陽
が
司
馬
著
・
杜

甫
の
精
神
を
繼
承
し
た
と
評
價
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
︒

⑫
二
君
子
⁝
⁝
王
愼
中
と
唐
順
之
を
指
す
︒

⑬
公
實
⁝
⁝
梁
有
譽
︵
一
五
一
九
～
五
四
︶︑
字
は
公
實
︑
順
德
︵
廣
東
省
︶
の
人
︒

後
七
子
の
一
人
︒
嘉
靖
二
十
九
年
の
進
士
︒
嚴
嵩
の
息
子
世
蕃
か
ら
の
誘
い
を
斷

り
︑
こ
の
年
の
六
月
︑
母
の
世
話
の
た
め
と
稱
し
て
歸
鄕
し
た
︵﹃
李
攀
龍
文
學

研
究
﹄︶︒
出
發
の
際
に
は
王
世
貞
ら
が
見
送
り
︑
詩
の
應
酬
な
ど
を
し
て
い
る
︒

歸
鄕
後
は
仕
官
せ
ず
︑
三
十
六
歳
で
病
沒
し
た
︒﹃
明
史
﹄
卷
二
八
七
︒
書
簡
七

で
も
言
及
︒

⑭
吾
等
五
作
⁝
⁝
梁
有
譽
が
作
っ
た
﹁
五
子
詩
﹂︵﹃
蘭
汀
存
稿
﹄
巻
一
︶
を
指
す
︒

筆
頭
に
﹁
謝
山
人
榛
﹂
を
置
き
︑
以
下
﹁
李
中
郎
攀
龍
﹂﹁
徐
比
部
中
行
﹂﹁
宗
考

功
臣
﹂﹁
王
員
外
世
貞
﹂
と
續
く
︒

⑮
傳
之
通
邑
大
都
︑
已
又
欲
藏
之
名
山
⁝
⁝
司
馬
著
﹁
報
任
少
Û
書
﹂
に
︑﹁
草
創

未
就
︑
會
遭
此
禍
︒
惜
其
不
成
︒
已
就
極
刑
而
無
慍
色
︒
僕
誠
以
著
此
書
︑
藏
之

名
山
︑
傳
之
其
人
通
邑
大
都
︒
則
僕
償
前
辱
之
責
︑
雖
萬
被
戮
豈
有
悔
哉
︒
然
此

可
爲
智
者
道
︑
難
爲
俗
人
言
也
︵
草
稿
が
い
ま
だ
完
成
し
な
い
う
ち
に
︑
た
ま
た

ま
こ
の
災
い
に
遭
い
ま
し
た
︒
私
は
そ
の
仕
事
を
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
殘

念
に
思
い
ま
し
た
の
で
︑
極
刑
に
處
せ
ら
れ
て
も
恨
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
︒
私
は
本
當
に
こ
の
書
を
著
し
て
︑
こ
れ
を
名
山
に
藏
し
︑
こ
れ
を
自
分
と
志

を
同
じ
く
す
る
人
や
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
に
傳
え
る
こ
と
が
出
來
れ
ば
︑
先

の
辱
め
の
責
を
償
う
こ
と
が
で
き
︑
何
度
刑
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
も
後
悔

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
し
か
し
こ
れ
は
智
者
に
だ
け
言
え
る
こ
と
で
︑
俗
人

に
話
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
︶﹂
と
あ
る
の
に
基
づ
く
︒

⑯
惎
指
⁝
⁝
﹁
惎
﹂
は
﹁
教
え
る
﹂
と
い
う
意
味
だ
が
︑﹁
惎
指
﹂
は
他
に
用
例
を

見
な
い
︒
こ
こ
で
は
假
に
︑﹃
弇
州
尺
牘
國
字
解
﹄
が
﹁
オ
モ
ヒ
イ
レ
﹂
と
す
る

の
に
從
う
︒

⑰
造
化
⁝
⁝
こ
こ
で
は
︑
自
然
を
指
す
︒

⑱
薦
紳
⁝
⁝
高
級
官
僚
︑
ま
た
は
閑
職
に
あ
る
人
︑
官
に
あ
っ
た
人
︒
鄕
紳
︒

⑲
勉
旃
⁝
⁝
努
力
す
る
こ
と
︒﹁
旃
﹂
は
﹁
之
﹂
に
同
じ
︑
ま
た
は
﹁
之
焉
﹂
の
合

音
字
︒﹃
漢
書
﹄﹁
楊
惲
傳
﹂﹁
方
當
盛
漢
之
隆
︑
願
勉
旃
︑
毋
多
談
︵
ま
さ
に
漢

の
勢
い
が
盛
ん
な
時
期
で
あ
り
︑
功
名
を
擧
げ
る
べ
く
刻
苦
勉
励
し
︑
私
に
多
く

語
る
こ
と
は
せ
ぬ
よ
う
に
︶﹂︒

⑳
子
相
病
告
⁝
⁝
宗
臣
は
こ
の
年
の
後
半
に
︑
病
の
た
め
官
を
辭
し
歸
鄕
し
て
い

る
︒

㉑
子
與
⁝
⁝
徐
中
行
︵
一
五
一
七
～
七
八
︶︑
字
は
子
與
︑
ま
た
は
子
輿
︑
號
は
龍

灣
︑
天
目
山
人
︑
長
興
︵
今
の
浙
江
省
に
屬
す
︶
の
人
︒
嘉
靖
二
十
九
年
進
士
及

第
︒
容
姿
に
す
ぐ
れ
︑
ま
た
酒
を
好
ん
だ
︒
官
は
刑
部
主
事
︑
汀
州
知
事
な
ど
を

經
て
︑
江
西
府
政
使
に
至
る
︒
後
七
子
の
一
人
︒

㉒
符
竹
⁝
⁝
﹃
史
記
﹄﹁
孝
文
本
紀
﹂
に
﹁
九
月
︑
初
與
郡
國
守
相
爲
銅
虎
符
・
竹

使
符
︵
二
年
九
月
︑
初
め
郡
國
守
に
銅
虎
符
と
竹
使
符
を
與
え
た
︶﹂
と
あ
る
よ

う
に
︑
も
と
は
銅
製
の
虎
の
形
を
し
た
割
符
と
竹
製
の
割
符
の
こ
と
︒
の
ち
に
郡

守
の
割
り
符
︑
ま
た
郡
守
の
職
權
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
︒

㉓
伯
承
⁝
⁝
李
先
芳
︑
字
は
伯
承
︑
號
は
北
山
︑
監
利
︵
湖
北
省
︶
の
人
︒
嘉
靖
二

十
六
年
︵
一
五
四
七
︶
の
進
士
︑
刑
部
に
入
り
︑
翌
年
江
西
新
喩
知
縣
︑
三
十
年

戸
部
主
事
︑
服
喪
の
の
ち
刑
部
主
事
︑
の
ち
に
尚
寶
司
少
卿
に
至
る
︒
王
世
貞
と

李
攀
龍
が
知
り
合
う
き
っ
か
け
を
作
っ
た
人
物
︒
王
世
貞
の
﹁
廣
五
子
﹂
詩
で

は
︑
李
先
芳
を
筆
頭
に
擧
げ
て
い
る
︒

㉔
規
⁝
⁝
諫
め
る
︒

︹
譯
︺
陳
生
に
會
っ
て
は
じ
め
て
あ
な
た
の
文
を
拜
見
い
た
し
ま
し
た
︒
そ
の
言
葉

は
目
新
し
く
素
晴
ら
し
い
も
の
で
︑
私
が
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
守
れ
ば
一
生
通
用
す
る

こ
と
は
論
を
待
た
な
い
で
し
ょ
う
︒
文
は
陳
生
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
が
︑

李攀龍・王世貞書簡譯注稿（一） (48) 157



陳
生
は
︵
そ
の
文
が
︶
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
言
葉
を
言
っ
て
い
る
か
わ
か
っ
て
お

ら
ず
︑
そ
れ
は
責
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
あ
な
た
が
批
判
す
る
晉
江
︵
王
愼

中
︶・
毘
陵
︵
唐
順
之
︶
の
二
公
と
そ
の
一
派
た
ち
は
︑
先
生
が
唱
え
る
と
人
々
が

傳
え
︑
形
の
な
い
も
の
を
追
い
か
け
て
名
聲
を
追
う
だ
け
で
︑
本
當
に
心
で
見
て
正

し
い
と
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
︒
こ
れ
を
破
ろ
う
と
す
れ
ば
︑
攻
め

續
け
て
も
︵
彼
ら
は
︶
墨
子
の
よ
う
に
守
り
き
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
︑︵
破

る
こ
と
は
︶
い
と
も
簡
單
で
し
ょ
う
︒
呉
下
の
人
々
の
ほ
う
は
︑
皆
自
分
の
先
輩
を

譽
め
あ
げ
る
の
が
好
き
で
︑
小
さ
い
頃
か
ら
ず
っ
と
先
輩
だ
け
を
見
て
い
る
の
で
︑

︵
呉
下
の
人
々
が
譽
め
て
い
る
︶
先
輩
た
ち
は
︑
衣
食
が
足
り
て
︑
自
分
た
ち
の
境

遇
に
滿
足
し
て
︑
漢
よ
り
先
の
こ
と
を
話
せ
る
人
は
い
ま
せ
ん
︒
晉
江
・
毘
陵
と
は

趣
を
異
に
し
︑
立
場
は
違
い
ま
す
が
︑
二
人
と
も
李
夢
陽
︵
復
古
派
︶
に
對
し
て
惡

口
を
言
う
に
は
︑﹁
李
夢
陽
が
何
が
で
き
る
︒
司
馬
著
と
杜
甫
は
彼
の
た
め
に
剽
窃

さ
れ
盡
く
し
た
︒
盗
賊
の
ひ
ど
い
や
つ
に
過
ぎ
な
い
︒﹂
私
は
と
て
も
腹
が
立
ち
ま

し
た
が
︑
た
だ
笑
っ
て
そ
れ
以
上
論
じ
ま
せ
ん
で
し
た
︒
あ
あ
︑
彼
ら
に
少
し
で
も

文
才
が
あ
っ
て
そ
の
説
を
`
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
と
も
に
議
論
し
て
や
っ
て
も
い

い
で
し
ょ
う
︒
李
夢
陽
は
司
馬
著
と
杜
甫
の
言
葉
を
盗
み
ま
し
た
が
︑
司
馬
著
・
杜

甫
は
そ
の
こ
と
を
怨
み
ま
せ
ん
で
し
た
︒
呉
下
の
人
々
は
あ
の
二
人
を
敬
っ
て
い
ま

す
が
︵
表
面
的
に
敬
っ
て
い
る
だ
け
で
︑
本
当
に
よ
く
わ
か
っ
て
敬
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
︶︑
あ
の
二
人
は
そ
れ
を
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
︑
私
は
そ
れ
が
と
て

も
不
思
議
な
の
で
す
︒

公
實
︵
梁
有
譽
︶
は
我
々
五
人
の
詩
を
持
っ
て
︑
人
々
に
見
せ
て
回
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
︒
ど
う
し
て
一
緒
に
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
︒
自
分
を
辱
め
る
こ

と
で
す
︒
昔
の
人
は
︑
文
章
が
で
き
る
と
︑
そ
れ
を
世
間
に
廣
め
よ
う
と
し
︑
思
い

直
し
て
名
山
に
收
め
よ
う
と
し
ま
し
た
︒
世
間
に
廣
め
て
︑
理
解
者
の
現
れ
る
の
を

待
つ
と
い
う
の
は
︑
わ
る
い
考
え
で
す
︒
名
山
に
收
め
て
︑
自
然
に
還
す
︒
收
め
る

場
所
は
︑
名
山
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
︒
こ
の
た
と
え
に
は
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
︒

こ
れ
は
た
だ
于
鱗
に
だ
け
言
え
る
こ
と
で
︑
公
實
に
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
な

の
で
す
︒
私
は
成
人
し
て
か
ら
︑
燕
・
齊
・
呉
の
地
を
往
復
し
て
お
よ
そ
四
︑
五

回
︑
都
で
官
僚
た
ち
と
つ
き
あ
っ
て
ま
た
六
︑
七
年
に
な
り
ま
す
が
︑
そ
の
な
か
で

も
わ
が
于
鱗
と
數
人
の
友
人
だ
け
︵
が
深
い
つ
き
あ
い
︶
で
す
︒
數
人
の
友
人
の
中

で
も
特
に
わ
が
于
鱗
だ
け
で
す
し
︑
于
鱗
に
と
っ
て
も
私
だ
け
で
す
︒
天
下
を
巡
っ

て
み
て
は
じ
め
て
天
下
の
大
き
さ
を
知
り
︑
天
下
の
大
き
さ
に
も
關
わ
ら
ず
︑
と
も

に
語
る
に
た
る
人
物
が
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
天
下
の
小
な
る
を
悲
し
み
ま
す
︒
努

め
て
ご
自
愛
く
だ
さ
い
︑
御
身
を
粗
末
に
な
さ
い
ま
せ
ん
よ
う
︒

子
相
︵
宗
臣
︶
は
病
氣
で
休
職
を
願
い
出
︑
子
與
︵
徐
中
行
︶
は
外
任
を
拜
命
し

て
出
發
し
︑
ま
る
で
星
が
散
る
よ
う
に
た
ち
ま
ち
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
あ
な
た

が
ご
不
快
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
︒
た
と
え
地
方
官
の
職
を
望
む
こ
と

が
あ
っ
て
も
︑
そ
れ
は
私
の
本
望
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
伯
承
︵
李
先
芳
︶
は
す
で
に

北
京
に
着
い
て
い
る
で
し
ょ
う
︒
よ
く
言
い
聞
か
せ
て
ほ
か
の
道
に
入
ら
ぬ
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
︒

よ
ろ
し
け
れ
ば
近
作
を
手
紙
に
同
封
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
︒
私
も
一
二
教
え
を

請
い
た
い
と
思
い
ま
す
︒

三

春
時
臥
①

江
城
中
︑
得
②

順
德
守
報
︑
悵
望
幾
不
欲
北
︑
後
稍
知
于
鱗
乞
之
③

太
夫
人
︒
小
備
④

甘
旨
︑
勝
⑤

長
安
米
時
也
︒

⑥

島
冦
遍
呉
越
︑
倉
皇
抜
母
子
兵
戈
中
︑
⑦

敝
廬
幸
不
燼
耳
︒
⑧

老
父
日
夜
援
桴

鼓
奔
命
︒
改
暑
及
寒
︑
未
得
一
熟
合
眼
︒
國
家
之
難
︑
僕
私
獨
深
︒

七
月
中
理
楫
︑
遇
⑨

明
Û
⑩

維
揚
︑
放
歌
謔
浪
︑
頗
極
傾
倒
︑
明
Û
大
長
進
︑
非

⑪

呉
下
蒙
也
︒
⑫

子
相
出
逆
予
高
郵
︑
遂
與
偕
抵
其
廬
︑
痛
飮
三
日
︒
子
相
信
于
鱗

與
僕
殆
如
韋
駄
天
王
護
法
︑
到
處
皆
是
︒
⑬

渠
構
別
業
︑
蓮
花
池
旁
︑
坐
起
萬
卷
︑

大
未
有
來
意
︒
奈
何
之
京
︑
應
酬
種
種
︑
欲
息
無
端
︑
一
行
入
曹
︑
便
爾
堆
案
︒
子

與
數
相
過
慰
藉
︑
杯
酒
睨
視
黯
然
河
山
︒
間
有
二
三
談
者
︑
所
謂
⑭

異
方
之
樂
徒
令

人
増
悲
耳
︒
⑮

汪
正
叔
⑯

飛
鳥
依
人
︑
⑰

魏
生
志
意
漸
強
︑
亦
落
寞
中
一
助
也
︒
聽

傳
⑱

郡
政
大
嘉
︑
向
贈
我
⑲

伊
周
屈
宋
語
︑
非
一
小
試
邪
︒
曹
署
眼
底
人
側
目
我
輩
︑
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謂
于
鱗
向
文
稱
某
子
甲
︑
行
酒
相
笑
︑
爲
此
得
罪
︑
僕
亦
甘
之
︑
况
其
他
乎
︒
仲
夏

初
︑
⑳

子
與
岌
岌
幾
有
青
瑣
之
行
︑
恐
僕
失
子
與
︑
亦
恐
子
與
自
失
︒
㉑

茂
秦
可
㉒

策
蹇
衛
︑
一
叩
㉓

齋
閣
否
︒
此
老
得
無
戀
㉔

王
門
醴
邪
︒

㉕

呵
凍
附
書
︑
此
意
㉖

蓄
育
千
緒
︑
不
能
遂
悉
︑
知
之
當
同
也
︒

︹
時
期
︺
嘉
靖
三
十
二
年
︵
一
五
五
三
︶
の
秋
ご
ろ
︒
王
世
貞
二
十
八
歳
︒

︹
注
︺

①
江
城
⁝
⁝
前
年
︑
王
世
貞
は
江
北
四
郡
の
察
獄
︵
裁
判
の
處
理
︶
の
た
め
出
向
︑

そ
の
足
で
故
鄕
に
戻
っ
て
い
た
︒

②
順
德
守
⁝
⁝
李
攀
龍
は
︑
こ
の
年
の
秋
︑
順
德
知
府
︵
今
の
河
北
省
邢
臺
市
︶
に

赴
任
し
た
︒

③
太
夫
人
⁝
⁝
李
攀
龍
の
母
張
氏
︒
王
世
貞
﹁
李
于
鱗
先
生
傳
﹂︑
及
び
殷
士
儋

﹁
明
故
嘉
議
大
夫
河
南
按
察
司
按
察
使
李
公
墓
誌
銘
﹂
に
よ
れ
ば
︑
張
氏
は
李
攀

龍
の
父
李
寶
の
後
添
え
で
︑
李
攀
龍
を
身
ご
も
っ
た
と
き
太
陽
が
懷
に
入
っ
た
夢

を
見
た
と
い
う
︒
李
攀
龍
が
九
歳
の
と
き
︑
李
攀
龍
の
父
で
あ
る
夫
を
亡
く
し
て

い
る
︒
李
攀
龍
は
母
親
思
い
で
あ
っ
た
ら
し
く
︑
の
ち
に
母
親
が
亡
く
な
っ
た

後
︑
悲
し
み
の
あ
ま
り
︑
彼
自
身
も
そ
の
翌
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
︒

④
甘
旨
⁝
⁝
お
い
し
い
食
事
︒
古
く
は
︑﹃
禮
記
﹄﹁
内
則
﹂
に
﹁
昧
爽
而
朝
︑
慈
以

旨
甘
︵
夜
が
明
け
て
朝
に
は
︑
お
い
し
い
食
事
を
︵
親
に
︶
恭
し
く
差
し
上
げ

る
︶﹂
と
あ
り
︑﹁
旨
甘
﹂
で
は
あ
る
が
︑
親
孝
行
を
す
る
︑
ま
た
は
親
を
養
う
場

面
に
使
わ
れ
て
い
る
︒
白
居
易
﹁
奏
陳
情
狀
﹂
に
は
﹁
臣
母
多
病
︑
臣
家
素
貧
︒

甘
旨
或
虧
︑
無
以
爲
養
︵
私
の
母
は
病
気
が
ち
で
︑
私
の
家
は
平
素
よ
り
貧
乏

で
︑
お
い
し
い
食
事
も
不
足
し
︑
養
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︶﹂
と
あ
り
︑﹁
備
甘

旨
︵
お
い
し
い
食
事
を
備
え
る
︶﹂
で
︑
子
が
親
に
た
て
ま
つ
る
と
い
う
意
味
の

用
例
が
見
ら
れ
る
︒

⑤
長
安
米
⁝
⁝
白
居
易
が
顧
況
を
訪
ね
た
折
︑
顧
況
が
白
居
易
と
い
う
名
を
見
て

﹁
米
價
方
貴
︑
居
亦
弗
易
﹂
と
言
っ
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
く
言
葉
で
あ
る
が
︑

こ
こ
で
は
︑
單
に
都
北
京
で
の
食
事
と
い
っ
た
意
味
︒

⑥
島
冦
遍
呉
越
︑
倉
皇
抜
母
子
兵
戈
中
⁝
⁝
﹁
島
寇
﹂
は
︑
倭
寇
を
指
す
︒﹃
明
實

録
﹄
卷
三
九
七
﹁
嘉
靖
三
十
二
年
夏
四
月
﹂
に
は
︑﹁
海
寇
犯
太
倉
州
︑
攻
城
不

克
︑
分
衆
四
掠
︑
燒
燬
關
廂
盧
舍
︒
是
時
有
失
舟
倭
四
十
人
︑
突
至
浙
江
乍
浦
︑

往
來
平
湖
・
海
鹽
・
海
寧
之
境
︑
縱
橫
肆
掠
︑
焚
戮
慘
虐
︵
倭
寇
が
太
倉
州
を
犯

し
た
が
︑
街
を
攻
撃
し
て
も
落
と
せ
な
か
っ
た
の
で
︑
兵
力
を
分
け
て
四
方
を
掠

奪
し
︑
城
門
外
の
街
を
燒
い
た
︒
こ
の
時
舟
を
失
っ
た
倭
寇
四
十
人
が
︑
突
如
浙

江
の
乍
浦
に
至
り
︑
平
湖
・
海
鹽
・
海
寧
の
�
り
を
行
き
來
し
︑
縱
横
に
荒
ら
し

回
っ
て
︑
殘
虐
に
燒
い
た
り
殺
戮
し
た
り
し
た
︶﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
王
世
貞

は
︑
他
の
書
簡
で
も
こ
こ
と
同
様
の
記
述
を
し
て
お
り
︑
宗
臣
へ
の
書
簡
︵﹃
四
﹄

卷
一
一
九
﹁
宗
子
相
﹂
二
︶
に
は
﹁
島
冦
暴
發
︑
倉
卒
奉
老
母
避
兵
呉
中
﹂
と
記

し
て
い
る
︒

⑦
敝
廬
⁝
⁝
荒
れ
果
て
た
家
︒
轉
じ
て
︑
自
分
の
家
の
謙
稱
︒

⑧
老
父
日
夜
援
桴
鼓
奔
命
⁝
⁝
王
世
貞
の
父
王
忬
は
︑
嘉
靖
三
十
一
年
七
月
に
浙
福

都
御
史
︵
提
督
軍
務
兼
巡
撫
浙
江
︑
福
建
︶
に
任
命
さ
れ
︵﹃
明
實
録
﹄﹁
世
宗
實

録
﹂
卷
三
八
七
︶︑
倭
寇
對
策
に
當
た
っ
て
い
た
︒

⑨
明
Û
⁝
⁝
呉
國
倫
︵
一
五
二
四
～
九
三
︶︑
字
は
明
Û
︑
號
は
嫡
着
洞
・
北
園
︑

興
國
︵
江
西
省
︶
の
人
︒
嘉
靖
二
十
九
年
︵
一
五
五
〇
︶
の
進
士
︒
後
七
子
の
一

人
︒
王
世
貞
と
は
進
士
及
第
の
年
に
知
り
合
い
︑
こ
の
書
簡
の
書
か
れ
た
嘉
靖
三

十
二
年
︵
一
五
五
三
︶
ご
ろ
︑
王
世
貞
ら
の
詩
社
に
入
っ
た
︒
兵
部
給
事
中
で

あ
っ
た
嘉
靖
三
十
四
年
︵
一
五
五
五
︶︑
嚴
嵩
彈
劾
に
よ
り
下
獄
し
た
楊
繼
盛
を

め
ぐ
り
︑
王
世
貞
ら
と
と
も
に
嚴
嵩
の
怒
り
を
買
い
︑
江
西
を
初
め
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
南
方
に
流
さ
れ
る
︒
書
簡
十
を
參
照
︒﹃
明
史
﹄
卷
二
八
七
︒

⑩
維
揚
⁝
⁝
揚
州
︒

⑪
呉
下
蒙
⁝
⁝
有
名
な
﹁
呉
下
阿
蒙
︵
呉
下
の
阿
蒙
︶﹂
の
故
事
︒﹃
三
國
志
﹄﹁
呉

志
﹂﹁
呂
蒙
傳
﹂﹁
遂
拜
蒙
母
︑
結
友
而
別
﹂
の
裴
松
之
注
が
引
く
﹃
江
表
傳
﹄

の
︑
孫
權
に
諭
さ
れ
た
呂
蒙
が
發
憤
し
て
猛
勉
強
し
︑
魯
肅
を
感
心
さ
せ
た
話
に
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基
づ
く
︒

⑫
子
相
出
逆
予
高
郵
⁝
⁝
宗
臣
は
病
氣
の
た
め
︑
嘉
靖
三
十
一
年
十
月
故
鄕
の
興
化

に
戻
っ
て
い
る
の
で
︑
こ
こ
で
は
︑
宗
臣
が
興
化
か
ら
西
の
運
河
沿
い
の
高
郵
ま

で
︑
王
世
貞
を
迎
え
に
來
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︒

⑬
渠
構
別
業
︑
蓮
花
池
旁
⁝
⁝
こ
の
こ
ろ
宗
臣
が
蓮
花
池
の
ほ
と
り
に
構
え
た
別
莊

に
つ
い
て
︑
王
世
貞
は
﹁
題
子
相
芙
蕖
館
﹂︵﹃
四
﹄
卷
三
四
︶
と
い
う
詩
を
詠
ん

で
い
る
︒

⑭
異
方
之
樂
徒
令
人
增
悲
⁝
⁝
李
陵
﹁
答
蘇
武
書
﹂﹁
異
方
之
樂
︑
秪
令
人
悲
︑
增

忉
怛
耳
︵
異
國
の
音
樂
は
︑
た
だ
人
を
悲
し
ま
せ
︑
憂
い
の
氣
持
ち
を
增
す
ば
か

り
で
す
︶﹂
に
基
づ
く
︒

⑮
汪
正
叔
⁝
⁝
汪
一
中
︵
一
五
〇
九
～
五
八
︶︑
字
は
正
叔
︑
歙
︵
今
の
安
徽
省
歙

縣
︶
の
人
︒
嘉
靖
二
十
三
年
︵
一
五
四
四
︶
の
進
士
︒
官
は
江
西
副
使
に
至
る
︒

賊
軍
と
の
戰
い
で
戰
死
︒﹃
明
史
﹄
卷
二
九
〇
︒

⑯
飛
鳥
依
人
⁝
⁝
﹁
窮
鳥
懷
に
入
れ
ば
⁝
⁝
﹂
の
出
典
﹃
顔
氏
家
訓
﹄
卷
下
﹁
省

事
﹂﹁
窮
鳥
入
懷
︑
仁
人
所
憫
︵
追
い
つ
め
ら
れ
た
鳥
が
人
の
懷
に
入
る
と
き
は
︑

德
を
備
え
た
人
は
そ
れ
を
い
た
わ
り
大
切
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
︶﹂
に
基
づ

く
︒﹁
飛
鳥
依
人
﹂
の
用
例
と
し
て
は
︑﹃
新
唐
書
﹄﹁
長
孫
無
忌
傳
﹂﹁
褚
遂
良
鯁

亮
︑
有
學
術
︑
竭
誠
親
於
朕
︑
若
飛
鳥
依
人
︑
自
加
憐
愛
︵
褚
遂
良
は
剛
直
誠
實

な
人
物
で
︑
學
問
も
あ
り
︑
朕
︵
太
宗
︶
に
忠
誠
を
盡
く
し
て
お
り
︑
飛
ぶ
鳥
が

困
っ
て
人
を
賴
っ
て
き
た
の
を
慈
し
む
よ
う
な
も
の
だ
︶﹂
が
あ
る
︒

⑰
魏
生
⁝
⁝
魏
裳
︵
一
五
一
九
～
七
四
︶︑
字
順
甫
︑
湖
廣
蒲
圻
︵
今
の
湖
北
省
武

漢
市
︶
の
人
︒
嘉
靖
二
十
九
年
︵
一
五
五
〇
︶
の
進
士
︑
山
西
司
主
事
を
授
か

る
︒
嘉
靖
四
十
一
年
濟
南
知
府
と
な
り
︑
致
仕
し
て
鄕
里
に
戻
っ
て
い
た
李
攀
龍

と
親
し
く
つ
き
あ
い
︑
李
攀
龍
の
詩
集
﹃
白
雪
樓
詩
集
﹄
を
出
版
し
た
︒
ま
た
︑

王
世
貞
は
︑
彼
を
﹁
三
甫
﹂︵
あ
と
の
二
人
は
張
佳
胤
︵
字
は
肖
甫
︶・
余
曰
德

︵
字
は
德
甫
︶︶︑
及
び
﹁
後
五
子
﹂
の
一
人
に
擧
げ
て
い
る
︒

⑱
郡
政
大
嘉
⁝
⁝
順
德
知
府
と
な
っ
た
李
攀
龍
が
︑
年
貢
が
誤
っ
て
重
く
な
っ
て
い

た
の
を
改
め
る
な
ど
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
︒
殷
士
儋
﹁
明
故
嘉

議
大
夫
河
南
按
察
司
按
察
使
李
公
墓
誌
銘
﹂
に
︑
そ
の
經
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

⑲
伊
周
屈
宋
⁝
そ
れ
ぞ
れ
伊
尹
︑
周
公
旦
︑
屈
原
︑
宋
玉
を
指
す
︒﹁
送
元
美
﹂

︵﹃
滄
﹄
卷
五
︶﹁
伊
周
屈
宋
儻
易
地
︑
鈞
衡
藝
苑
倶
稱
良
︵
伊
尹
︑
周
公
旦
︑
屈

原
︑
宋
玉
が
も
し
時
代
や
環
境
を
變
え
た
と
し
て
も
︑
國
家
に
お
け
る
政
務
や
文

學
に
お
け
る
業
績
は
み
な
優
れ
て
い
る
と
言
え
る
︶﹂
の
詩
を
指
す
︒

⑳
子
與
岌
岌
幾
有
青
瑣
之
行
⁝
⁝
﹁
岌
岌
﹂
は
危
險
な
さ
ま
︒﹁
青
瑣
﹂
は
︑
本
來

は
朝
廷
を
指
す
言
葉
だ
が
︑
こ
こ
で
は
權
力
者
を
い
う
︒
あ
く
ま
で
も
推
測
で
あ

る
が
︑
嘉
靖
三
十
二
年
正
月
に
起
き
た
︑
楊
繼
盛
の
嚴
嵩
彈
劾
事
件
と
關
係
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
︒
こ
の
と
き
︑
後
七
子
の
う
ち
京
師
で
勤
務
し
て
い
た
メ
ン

バ
ー
は
下
獄
し
た
楊
繼
盛
を
支
援
し
た
が
︑
こ
れ
が
權
臣
嚴
嵩
の
恨
み
を
買
う
こ

と
と
な
っ
た
︒
王
世
貞
に
よ
る
徐
中
行
の
墓
碑
︵﹃
四
﹄
卷
一
三
四
︶
に
は
︑
差

し
入
れ
を
届
け
た
徐
中
行
に
對
し
て
︑
獄
中
の
楊
繼
盛
が
嚴
嵩
に
気
を
付
け
る
よ

う
警
告
し
て
い
た
こ
と
や
︑
徐
中
行
が
役
職
に
就
く
話
が
た
び
た
び
妨
害
さ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

㉑
茂
秦
⁝
⁝
謝
榛
︵
一
四
九
五
～
一
五
七
五
︶︑
字
は
茂
秦
︑
號
は
四
溟
山
人
︑
山

東
臨
清
の
人
︒
若
い
と
き
か
ら
詩
才
が
あ
り
︑
趙
康
王
に
賓
客
と
し
て
遇
さ
れ

る
︒
の
ち
に
盧
逮
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
王
世
貞
ら
と
知
り
合
い
︑
親
し
く
付
き

合
う
よ
う
に
な
る
︒
後
七
子
の
う
ち
彼
が
最
も
年
長
で
あ
っ
た
が
︑
官
僚
で
は
な

か
っ
た
︒
當
初
は
李
攀
龍
や
王
世
貞
ら
と
の
關
係
は
良
好
で
あ
っ
た
が
︑
こ
の
こ

ろ
や
や
微
妙
な
す
れ
違
い
が
生
じ
て
い
た
︒
書
簡
六
を
參
照
︒

㉒
策
蹇
衛
⁝
⁝
足
な
え
の
ラ
バ
に
鞭
打
つ
︒﹁
蹇
衛
﹂
は
足
の
不
自
由
な
ラ
バ
︒﹁
蹇

驢
﹂
と
も
書
く
︒﹃
抱
朴
子
﹄﹁
金
丹
﹂﹁
何
異
策
蹇
驢
而
追
迅
風
︑
棹
藍
舟
而
濟

大
川
乎
︵
足
な
え
の
ラ
バ
に
鞭
打
っ
て
疾
風
を
追
い
掛
け
る
の
と
︑
小
舟
に
棹
さ

し
て
大
川
を
渡
ろ
う
と
す
る
の
と
何
の
違
い
が
あ
ろ
う
か
︶﹂︒

㉓
齋
閣
⁝
⁝
本
來
は
書
齋
の
こ
と
だ
が
︑
こ
こ
は
﹁
郡
齋
︵
郡
の
役
所
︶﹂
の
﹁
閣

︵
書
齋
︶﹂
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︒﹁
齋
閤
﹂
と
も
い
う
︒﹃
南
齊
書
﹄
卷
二
二
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﹁
豫
章
文
獻
王
傳
﹂﹁
宋
元
嘉
世
︑
諸
王
入
齋
閤
︑
得
白
服
裙
帽
見
人
主
︵
宋
の
元

嘉
年
間
︑
諸
王
は
書
齋
に
入
り
︑
白
い
官
服
に
裙
帽
を
着
け
て
君
主
に
ま
み
え

た
︶﹂︒

㉔
王
門
醴
⁝
⁝
王
侯
貴
族
の
家
の
酒
と
い
う
こ
と
だ
が
︑
こ
こ
で
は
高
貴
の
家
で
も

て
な
さ
れ
る
こ
と
︑
ま
た
は
厚
遇
さ
れ
る
こ
と
︑
渡
り
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
︑

な
ど
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
︒
同
様
の
用
例
は
︑﹁
謝
茂
秦
﹂︵﹃
四
﹄

卷
一
二
七
︶﹁
某
則
何
敢
一
日
忘
足
下
曵
裾
︑
王
門
醴
酒
︑
無
苦
茂
秦
︵
あ
な
た

が
裾
を
引
き
ず
り
︵
貴
顯
を
訪
ね
︶
王
門
の
美
酒
が
あ
な
た
を
苦
し
め
て
は
い
な

い
か
と
︑
一
日
た
り
と
も
忘
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
︒︶﹂︒

㉕
呵
凍
⁝
⁝
息
を
吹
き
か
け
凍
っ
た
墨
汁
を
解
か
す
こ
と
︒
凍
え
る
よ
う
な
寒
さ
の

中
で
書
く
こ
と
を
い
う
︒﹁
呵
筆
﹂﹁
呵
硯
﹂
も
類
似
の
表
現
︒

㉖
蓄
育
⁝
⁝
﹃
四
庫
全
書
電
子
版
﹄
の
檢
索
結
果
で
は
︑
十
四
条
中
六
条
が
﹃
四
部

稿
﹄
に
見
え
︑
王
世
貞
以
外
で
は
用
例
が
少
な
い
よ
う
で
あ
る
︒﹁
蓄
育
千
緒
﹂

の
用
例
は
︑
ほ
か
に
王
守
仁
﹁
去
婦
歎
﹂
其
三
︵﹃
石
倉
歷
代
詩
選
﹄
卷
四
五
五
︶

﹁
蓄
育
意
千
緒
︑
倉
卒
徒
悲
酸
︵
心
に
千
々
な
る
思
い
を
抱
き
︑
落
ち
着
か
ず
い

た
ず
ら
に
悲
し
む
︶﹂
が
あ
り
︑
ま
た
︑
臧
懋
循
﹁
復
姚
叔
度
書
﹂︵﹃
負
苞
堂
文

選
﹄
卷
四
︶
に
も
見
え
る
︒

︹
譯
︺
春
︑
太
倉
に
お
り
ま
し
た
時
に
︑
あ
な
た
︵
李
攀
龍
︶
が
順
德
知
府
に
任
じ

ら
れ
て
北
京
を
去
る
と
聞
き
︑
が
っ
か
り
し
て
北
へ
歸
ろ
う
と
い
う
氣
も
な
く
な
り

か
け
ま
し
た
︒
後
に
な
っ
て
于
鱗
が
外
任
を
申
し
出
て
︑
母
上
様
に
お
い
し
い
も
の

を
備
え
た
の
だ
︵
親
孝
行
の
た
め
に
順
德
知
府
に
な
っ
た
︶
と
知
り
ま
し
た
︒
み
や

こ
で
の
食
事
を
し
て
い
た
時
に
ま
さ
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
︒

倭
寇
が
呉
越
の
周
邊
を
荒
ら
し
回
り
︑
母
と
子
で
兵
火
の
中
を
慌
た
だ
し
く
く
ぐ

り
抜
け
︑
私
の
家
は
幸
い
燒
け
ず
に
濟
ん
だ
だ
け
で
し
た
︒
父
は
日
夜
陣
太
鼓
を
叩

き
な
が
ら
奔
走
し
て
お
り
︑
暑
さ
が
終
わ
り
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
︑
い
ま
だ
熟

睡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒
國
の
苦
難
は
︑
私
に
と
っ
て
特
に
深
刻
で
す
︒

七
月
中
︑︵
都
に
向
け
て
︶
船
で
出
發
し
︑
揚
州
で
明
Û
︵
呉
國
倫
︶
に
會
い
︑
大

聲
で
歌
っ
た
り
ふ
ざ
け
あ
っ
た
り
し
︑
大
い
に
樂
し
み
を
盡
く
し
ま
し
た
︒
明
Û
は

大
變
な
進
歩
を
遂
げ
て
お
り
︑
呉
下
の
阿
蒙
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
子
相
︵
宗
臣
︶
が

高
郵
で
私
を
出
迎
え
て
く
れ
︑
そ
こ
で
一
緒
に
そ
の
庵
ま
で
行
き
︑
三
日
間
し
た
た

か
に
酒
を
飲
み
ま
し
た
︒
子
相
は
于
鱗
と
私
を
信
賴
し
て
い
て
︑
韋
駄
天
王
が
佛
法

を
守
る
よ
う
に
︑
行
く
と
こ
ろ
み
な
そ
う
し
ま
す
︒
彼
︵
宗
臣
︶
は
蓮
花
の
池
の
ほ

と
り
に
別
荘
を
構
え
ま
し
た
︒
萬
卷
の
間
に
座
っ
た
り
立
っ
た
り
し
て
︑
い
ま
だ
出

發
す
る
氣
に
な
り
ま
せ
ん
︒
い
か
ん
せ
ん
︑
都
へ
行
く
こ
と
に
な
れ
ば
︑
つ
き
あ
い

は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
︑
や
め
よ
う
に
も
方
法
が
な
く
︑
ひ
と
た
び
役
所
に
入
れ
ば
︑

す
ぐ
に
仕
事
は
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
ま
す
︒
子
與
は
し
ば
し
ば
慰
め
に
來
て
く
れ
ま

し
た
が
︑
酒
を
一
杯
飲
ん
で
ぐ
っ
と
國
土
の
危
機
を
に
ら
み
つ
け
て
い
ま
し
た
︒
そ

れ
以
外
に
話
し
相
手
が
二
三
人
い
ま
し
た
が
︑﹁
異
國
の
音
樂
が
い
た
ず
ら
に
悲
し

い
氣
持
ち
を
增
す
﹂
ば
か
り
で
し
た
︒
汪
正
叔
︵
汪
一
中
︶
が
飛
ぶ
鳥
が
人
に
依
る

よ
う
に
加
入
し
て
き
た
こ
と
︑
魏
生
︵
魏
裳
︶
が
志
が
だ
ん
だ
ん
強
く
な
っ
た
こ

と
︑
こ
れ
も
寂
し
い
中
で
の
樂
し
み
で
す
︒
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
郡
政
が
大
變
よ

い
と
い
う
の
で
︑
以
前
私
に
﹁
伊
周
屈
宋
﹂
の
詩
を
贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
︑
そ
れ

は
一
つ
の
小
さ
な
試
み
で
し
ょ
う
︒
役
所
の
目
下
の
人
は
私
た
ち
を
白
い
目
で
見
て

お
り
ま
す
が
︑
于
鱗
の
先
の
文
で
誰
そ
れ
を
ほ
め
て
い
た
と
い
い
︑
一
緒
に
な
っ
て

酒
を
飲
ん
で
は
笑
い
︑
惡
口
を
言
っ
た
た
め
怒
ら
れ
る
の
な
ら
︑
私
は
こ
れ
に
甘
ん

じ
︑
ま
し
て
そ
れ
以
外
の
こ
と
も
甘
ん
じ
て
受
け
ま
す
︒
仲
夏
の
初
め
︑
子
與
︵
徐

中
行
︶
が
あ
や
う
く
青
瑣
門
を
く
ぐ
り
そ
う
に
な
り
︑
私
は
子
與
を
失
う
こ
と
を
心

配
し
︑
ま
た
子
與
が
自
ら
を
失
う
こ
と
を
心
配
し
ま
し
た
︒
茂
秦
︵
謝
榛
︶
は
驢
馬

に
鞭
打
っ
て
あ
な
た
の
執
務
室
を
一
度
お
た
ず
ね
し
た
で
し
ょ
う
か
︒
こ
の
ご
老
人

は
王
門
の
酒
︵
權
力
者
の
つ
て
を
求
め
る
こ
と
︶
を
お
好
み
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒

凍
え
な
が
ら
手
紙
を
し
た
た
め
ま
す
︒
こ
こ
に
は
様
々
な
思
い
を
含
ん
で
お
り
ま

す
け
れ
ど
も
︑
す
べ
て
を
述
べ
盡
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
︒
で
す
が
︑
き
っ
と
わ

か
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
︒
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四

前
書
殊
不
悉
答
︒
聞
①

夏
時
訟
庭
寂
然
︑
②

推
案
𢹂
數
卷
︑
息
③

郡
圃
中
︑
此

致
可
想
也
︒
僕
行
復
及
之
︑
第
得
與
足
下
④

接
壤
足
耳
︒
道
傍
罄
折
︑
固
非
我
輩

事
︑
足
下
名
太
髙
︑
恐
或
借
此
側
目
︑
稍
柔
之
亦
無
以
氣
加
足
下
者
︒
⑤

僕
五
載
爲

郞
︑
近
乃
親
刀
筆
︑
得
⑥

訊
諜
不
可
⑦

了
了
︑
時
覩
譏
駁
︑
一
大
咲
耳
︒

⑧

家
大
人
方
屬
人
手
掌
中
︑
不
得
不
⑨

低
眉
︑
⑩

惄
如
調
饑
︑
無
可
自
⑪

醳
︑
安
能

致
君
家
苦
︑
⑫

澆
磊
塊
也
︒

足
下
罵
我
惡
少
年
︑
不
知
慕
⑬

許
解
元
悼
亡
者
︑
果
何
人
哉
︒
然
所
謂
君
知
其

一
︑
未
知
其
二
也
︒
⑭

某
産
小
解
意
︑
⑮

秉
燭
侍
⑯

筆
研
間
︑
奇
思
⑰

燁
燁
︑
不
無
助

耳
︒⑱

張
令
信
佳
士
︑
毋
論
見
著
作
即
口
︑
僕
已
自
佳
︒
呉
下
諸
蒙
︑
政
若
八
百
人
倶

迷
⑲

陰
陵
道
者
︒
然
一
⑳

兪
允
文
能
熟
建
安
以
上
詩
︑
便
許
僕
天
下
士
︑
知
否
在
彼
︑

何
與
乃
公
︒
爲
我
謝
張
令
︑
㉑

世
間
有
劉
備
耶
︒
子
與
益
㉒

駸
駸
然
不
可
無
僕
也
︒

㉓

不
朽
者
文
︑
不
晦
者
心
︒
足
下
二
語
當
置
之
胷
臆
︒
子
與
處
得
讀
新
作
︑
可
謂
無

長
矣
︒
文
須
草
︑
非
倉
卒
可
就
︑
冗
間
極
成
七
言
長
篇
︑
絶
亦
不
便
︑
可
就
三
月
爲

期
︑
終
無
負
也
︒

︹
時
期
︺
書
簡
三
の
あ
と
︑
す
ぐ
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
嘉
靖
三
十
二
年

︵
一
五
五
三
︶
秋
以
降
︒

︹
注
︺

①
夏
時
訟
庭
寂
然
～
息
郡
圃
中
⁝
⁝
李
攀
龍
の
書
簡
︵﹃
尺
﹄
六
十

四
︶﹁
夏
月
訟

−

息
︑
日
游
園
中
︑
時
時
抛
書
晝
寝
︵
夏
は
訴
訟
が
休
み
に
な
り
︑
日
々
庭
園
を
歩

き
回
り
︑
時
々
書
物
を
放
り
出
し
て
晝
寝
し
て
い
ま
す
︶﹂
を
受
け
た
も
の
で
あ

ろ
う
︒

②
推
案
⁝
⁝
こ
こ
で
は
︑
机
を
押
し
や
る
こ
と
︒

③
郡
圃
⁝
⁝
官
舎
な
ど
の
庭
園
︒

④
接
壤
⁝
⁝
境
界
を
接
す
る
こ
と
︒

⑤
僕
五
載
爲
郞
⁝
⁝
王
世
貞
は
︑
嘉
靖
二
十
七
年
︵
一
五
四
八
︶
に
刑
部
主
事
︑
同

三
十
年
︵
一
五
五
一
︶
に
刑
部
員
外
郞
と
な
っ
て
い
る
︒
王
世
貞
は
﹁
短
歌
自

嘲
﹂︵﹃
四
﹄
卷
十
七
︶
で
も
︑﹁
我
不
能
六
翮
飛
上
天
︒
又
不
能
摧
眉
折
腰
貴
人

前
︒
爲
郞
五
載
︑
偃
蹇
不
著
︵
鳥
の
よ
う
に
天
高
く
飛
ぶ
こ
と
な
ど
私
に
は
で
き

ぬ
が
︑
か
と
い
っ
て
貴
人
の
前
に
腰
を
低
く
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ぬ
︒
員
外
郞
と

な
っ
て
五
年
︑
傲
慢
な
性
格
は
變
わ
ら
な
い
︶﹂
と
述
べ
て
い
る
︒

⑥
訊
諜
⁝
⁝
尋
問
の
筆
錄
︒﹁
訊
牒
﹂
と
も
︒

⑦
了
了
⁝
⁝
明
ら
か
な
さ
ま
︒

⑧
家
大
人
方
屬
人
手
掌
中
⁝
⁝
父
王
忬
が
人
の
配
下
と
な
っ
た
た
め
︑
自
分
の
こ
と

で
父
に
害
が
及
ぶ
こ
と
の
な
い
よ
う
に
︑
お
と
な
し
く
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
︒

⑨
低
眉
⁝
⁝
頭
を
低
く
す
る
こ
と
︒
謙
虛
で
從
順
な
さ
ま
︒

⑩
惄
如
調
饑
⁝
⁝
﹃
詩
經
﹄﹁
周
南
﹂﹁
汝
墳
﹂﹁
未
見
君
子
︑
惄
如
調
饑
︵
あ
な
た

の
顔
を
見
な
い
う
ち
は
︑
朝
の
ひ
も
じ
さ
の
よ
う
な
思
い
が
す
る
︶﹂
に
見
え
る

表
現
︒
父
王
忬
の
こ
と
を
考
え
る
と
︑
心
配
で
耐
え
難
い
ほ
ど
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
︒

⑪
醳
⁝
⁝
﹁
釋
﹂
に
同
じ
︒

⑫
澆
磊
塊
⁝
⁝
﹁
磊
塊
﹂
は
︑
多
く
の
石
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
さ
ま
︒
轉
じ
て
胸

の
内
に
不
滿
が
溜
ま
る
こ
と
︒﹁
澆
磊
塊
﹂
は
︑﹃
世
説
新
語
﹄﹁
任
誕
﹂﹁
王
孝
伯

問
王
大
︑
阮
籍
何
如
司
馬
相
如
︒
王
大
曰
︑
阮
籍
胸
中
壘
塊
︒
故
須
酒
澆
之
︵
王

孝
伯
︵
王
恭
︶
が
王
大
︵
王
忱
︶
に
尋
ね
た
︒﹁
阮
籍
は
司
馬
相
如
と
比
べ
て
ど

う
か
﹂︒
王
大
は
言
っ
た
︒﹁
阮
籍
は
胸
の
中
に
わ
だ
か
ま
り
が
あ
っ
た
か
ら
︑
酒

で
洗
い
流
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
﹂︶﹂
に
基
づ
く
︒
王
世
貞
書
簡
六
・
十
に

も
類
似
し
た
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
︒

⑬
許
解
元
⁝
⁝
許
邦
才
︑
字
は
殿
Û
︑
克
之
︑
號
は
空
石
︒
李
攀
龍
と
は
同
鄕
で
︑

貧
し
い
中
で
と
も
に
勉
強
し
合
っ
た
仲
で
あ
っ
た
︒
鄕
試
で
は
一
番
︵
解
元
︶
と

な
っ
た
が
︑
會
試
で
は
落
第
︒
趙
州
令
に
選
ば
れ
︑
永
寧
令
に
謫
さ
れ
た
後
︑
德

藩
府
右
史
に
改
め
ら
れ
︑
の
ち
周
藩
府
左
長
史
と
な
る
︒
王
世
貞
と
も
親
し
か
っ
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た
︒
こ
こ
で
﹁
許
解
元
悼
亡
﹂
と
あ
る
が
︑
王
世
貞
に
は
︑
許
邦
才
の
妾
の
悼
亡

詩
︵﹁
許
解
元
悼
妾
﹂︹﹃
四
﹄
卷
二
三
︺︶
が
あ
り
︑
こ
の
詩
を
指
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
︑﹁
不
知
慕
～
果
何
人
哉
﹂
の
﹁
何
人
﹂
と
は
李
攀
龍
と
い
う
こ
と
に
な

る
︒
逆
に
︑
李
攀
龍
の
現
存
し
な
い
詩
で
あ
れ
ば
︑﹁
何
人
﹂
は
王
世
貞
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
︒
こ
こ
で
は
假
に
李
攀
龍
が
王
世
貞
の
詩
を
慕
う
と
い
う
方

向
で
譯
出
し
て
お
く
︒

⑭
某
産
小
解
意
⁝
⁝
難
解
な
箇
所
で
︑﹁
私
は
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
つ
き
を
し
て
﹂

と
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
︒
待
考
︒

⑮
秉
燭
侍
⁝
⁝
﹁
燭
を
秉
り
て
侍
る
﹂
は
︑
關
羽
が
劉
備
の
二
夫
人
と
曹
操
に
捕
ら

わ
れ
た
と
き
︑
同
部
屋
で
寝
る
こ
と
を
避
け
て
︑
燭
を
手
に
夜
明
け
ま
で
屋
外
に

い
た
話
や
︑
暴
風
雨
の
夜
︑
家
が
壞
れ
た
隣
家
の
女
が
逃
げ
込
ん
で
き
た
の
で
灯

り
を
持
た
せ
翌
朝
歸
ら
せ
た
と
い
う
﹃
詩
經
﹄﹁
小
雅
﹂﹁
巷
伯
﹂
 
箋
︑﹃
蒙
求

集
註
﹄﹁
顔
叔
秉
燭
﹂
等
に
み
え
る
故
事
が
有
名
で
あ
る
が
︑
こ
こ
は
妾
が
夜
遅

く
ま
で
詩
作
な
ど
に
付
き
合
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
︒
類
似
例
と
し
て
︑
文

徴
明
﹃
甫
田
集
﹄
卷
三
一
﹁
叔
妣
恭
人
談
氏
墓
志
﹂
に
﹁
府
君
嘗
自
言
當
草
疏

時
︑
恭
人
實
秉
燭
侍
︑
知
必
掇
禍
而
不
爲
︑
沮
止
使
其
時
有
言
︵
府
君
が
以
前
上

奏
文
を
書
く
と
き
︑
恭
人
は
明
か
り
を
手
に
側
に
侍
り
︑
問
題
に
な
る
箇
所
が
あ

れ
ば
︑
遮
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
︶﹂
と
あ
り
︑
こ
ち
ら
は
賢
夫
人
を
稱
え
て
い

る
︒

⑯
筆
研
間
⁝
⁝
漢
代
︑
班
超
の
故
事
︒﹃
後
漢
書
﹄﹁
班
超
傳
﹂
の
﹁
家
貧
︑
常
爲
官

傭
書
以
供
養
︒
久
勞
苦
︑
嘗
輟
業
投
筆
︑
歎
曰
︑
大
丈
夫
無
他
志
畧
︑
猶
當
效
傅

介
子
・
張
騫
立
功
異
域
︑
以
取
封
侯
︒
安
能
久
事
筆
研
間
乎
︵︵
班
超
は
︶
家
が

貧
し
く
︑
い
つ
も
役
所
の
筆
耕
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
て
い
た
︒
長
い
こ
と
苦
勞

し
て
︑
あ
る
と
き
仕
事
を
捨
て
筆
を
投
げ
て
歎
い
て
言
っ
た
︒﹁
男
た
る
者
こ
れ

と
い
っ
た
抱
負
が
無
く
て
も
︑
傅
介
子
や
張
騫
の
よ
う
に
外
國
で
功
を
立
て
︑
封

侯
に
取
り
立
て
ら
れ
る
べ
き
だ
︒
長
く
筆
や
硯
で
仕
事
を
し
て
お
れ
よ
う
か
︶﹂︒

に
基
づ
く
︒

⑰
燁
燁
⁝
⁝
明
る
い
︑
光
る
︑
鮮
明
︒

⑱
張
令
⁝
⁝
張
佳
胤
︵
一
五
二
七
～
八
八
︶︑
字
は
肖
甫
︑
銅
梁
︵
四
川
省
︶
の
人
︒

嘉
靖
二
十
九
年
︵
一
五
五
〇
︶
進
士
及
第
︵
梁
有
譽
・
宗
臣
・
徐
中
行
・
呉
國
倫

ら
と
同
年
︶
し
︑
滑
縣
︵
今
の
河
北
省
大
名
縣
︶
知
縣
と
な
っ
た
︒
こ
の
間
︑
目

覺
ま
し
い
成
果
を
上
げ
︑
嘉
靖
三
十
三
年
に
戸
部
主
事
と
な
り
北
京
に
戻
る
︒
實

務
能
力
に
す
ぐ
れ
︑
張
居
正
の
懷
刀
と
し
て
活
躍
し
た
︒
官
は
兵
部
尚
書
︑
太
子

太
保
に
至
り
︑
卒
し
て
少
保
を
贈
ら
れ
る
︒
文
集
に
﹃
中
崍
山
房
集
﹄
が
あ
る
︒

︵﹃
明
詩
綜
﹄︶︒
李
攀
龍
の
書
簡
に
も
︑
張
佳
胤
の
人
柄
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
が

あ
る
︵﹃
尺
﹄
六
十

四
︶︒

−

⑲
陰
陵
道
⁝
⁝
項
羽
の
故
事
︒﹃
史
記
﹄
卷
七
﹁
項
羽
本
紀
﹂
の
﹁
項
王
渡
淮
︒
騎

能
屬
者
百
餘
人
耳
︒
項
王
至
陰
陵
︑
迷
失
道
︵
項
王
は
淮
水
を
渡
っ
た
︒
付
き

従
っ
た
者
は
百
人
あ
ま
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
︒
項
王
は
陰
陵
に
さ
し
か
か
っ
た
と

こ
ろ
で
︑
道
に
迷
っ
た
︶﹂
に
基
づ
く
︒

⑳
兪
允
文
⁝
⁝
︵
一
五
一
三
～
七
九
︶︑
字
仲
蔚
︑
崑
山
︵
今
の
江
蘇
省
昆
山
市
︶

の
人
︒
一
生
官
職
に
就
か
な
か
っ
た
が
︑
後
七
子
と
親
し
く
交
わ
っ
た
︒

㉑
世
間
有
劉
備
⁝
⁝
孔
融
が
太
史
慈
を
遣
わ
し
︑
劉
備
の
人
柄
を
信
賴
し
て
救
援
を

求
め
て
き
た
の
に
對
し
て
︑
劉
備
が
言
っ
た
言
葉
で
﹁
孔
北
海
知
世
間
有
劉
備
邪

︵
孔
融
ど
の
は
こ
の
世
界
に
私
劉
備
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
下
さ
っ
た
か
︶﹂

︵﹃
三
國
志
﹄
卷
四
九
﹁
呉
書
﹂﹁
太
史
慈
傳
﹂︶
と
あ
る
︒
こ
こ
で
は
李
攀
龍
か
ら

張
佳
胤
に
︑﹁
自
分
︵
王
世
貞
︶
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
下
さ
り
光
榮
だ
と
傳
え

て
ほ
し
い
﹂
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

㉒
駸
駸
⁝
⁝
慌
た
だ
し
く
す
る
様
子
を
い
う
︒
書
簡
三
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
︑
楊
繼

盛
下
獄
を
め
ぐ
っ
て
徐
中
行
が
慌
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
︒

㉓
不
朽
者
文
︑
不
晦
者
心
⁝
⁝
﹁
不
朽
者
文
﹂
は
︑
魏
文
帝
︵
曹
丕
︶﹁
典
論
﹂
の

﹁
蓋
文
章
經
國
之
大
業
︑
不
朽
之
盛
事
︵
文
學
は
國
を
治
め
る
大
事
業
で
あ
り
︑

不
朽
の
盛
事
で
あ
る
︶﹂
に
基
づ
く
︒﹁
不
朽
者
文
︑
不
晦
者
心
﹂
は
︑
李
攀
龍
の

王
世
貞
宛
書
簡
︵﹃
尺
﹄
六
十

四
︶
に
も
﹁
秋
高
酒
熟
⁝
⁝
唯
時
掖
進
︑
勿
負

−
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聯
璧
之
約
︒
不
朽
者
文
︑
不
晦
者
心
﹂
と
見
え
︑
ま
た
︑
王
世
貞
﹁
祭
李
于
鱗

文
﹂
二
︵﹃
四
﹄
卷
一
〇
五
︶
に
は
︑﹁
不
晦
者
心
︑
不
朽
者
辭
﹂
と
あ
る
︒

︹
譯
︺
前
回
の
手
紙
で
は
特
に
お
返
事
を
書
き
盡
く
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
夏
の

裁
判
は
靜
か
で
︵
ひ
ま
で
︶︑
机
を
押
し
や
っ
て
書
物
を
𢹂
え
て
郡
圃
中
に
休
ん
で

お
ら
れ
た
と
聞
き
︑
そ
の
様
子
が
想
像
さ
れ
ま
す
︒
私
も
ま
た
こ
う
な
っ
て
は
︑
あ

な
た
の
任
地
の
隣
に
任
官
で
き
れ
ば
滿
足
で
す
︒
路
傍
で
腰
を
曲
げ
て
お
辭
儀
を
す

る
よ
う
な
こ
と
は
︑
も
と
よ
り
我
々
の
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
あ
な
た
の
名

聲
が
高
い
の
で
︑
お
そ
ら
く
或
い
は
こ
れ
を
口
實
に
白
い
眼
で
見
る
の
で
す
が
︑
こ

ち
ら
が
從
順
な
態
度
を
取
れ
ば
︑
あ
な
た
に
文
句
を
言
お
う
と
す
る
者
は
い
な
く
な

る
で
し
ょ
う
︒
わ
た
し
は
員
外
郞
と
な
っ
て
五
年
︑
刀
筆
に
親
し
く
し
て
お
り
ま
す

︵
吏
が
つ
く
る
書
類
も
自
分
で
作
り
ま
す
︶
が
︑
裁
判
の
筆
錄
を
は
っ
き
り
と
は
理

解
で
き
ず
︑
時
々
人
に
譏
ら
れ
反
論
さ
れ
ま
す
が
一
笑
に
付
す
だ
け
で
す
︒

う
ち
の
父
が
人
の
下
に
付
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
︑
私
は
じ
っ
と
眉
を
低
く
せ
ざ

る
を
得
ず
︵
お
と
な
し
く
せ
ざ
る
を
得
ず
︶︑
不
滿
な
氣
持
ち
で
い
ま
す
︒
あ
な
た

の
家
の
苦
酒
を
私
の
愁
い
の
塊
に
注
い
で
溶
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

あ
な
た
は
私
を
不
良
少
年
と
罵
り
ま
し
た
が
︑
許
解
元
の
悼
亡
の
詩
を
慕
っ
て
い

る
者
は
果
た
し
て
誰
で
し
ょ
う
か
︵
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
い
る
の
は
あ
な
た
で
す

よ
︶︒
所
謂
君
そ
の
一
を
知
る
も
︑
い
ま
だ
そ
の
二
を
知
ら
ざ
る
な
り
︑
と
い
う
の

で
す
︒
わ
た
し
は
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
つ
き
で
︑
明
か
り
を
手
に
そ
ば
に
仕
え
て
も

ら
え
れ
ば
︑
す
ば
ら
し
い
着
想
が
輝
い
て
︑
創
作
の
助
け
に
な
る
と
い
う
だ
け
で

す
︒張

縣
令
︵
張
佳
胤
︶
は
ま
こ
と
に
す
ば
ら
し
い
方
で
︑
い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
著

作
は
即
興
の
作
品
で
す
が
︑
私
も
も
ち
ろ
ん
す
ぐ
れ
て
い
る
と
認
め
て
い
ま
す
︒
呉

下
の
愚
か
者
は
︑
ま
さ
に
八
百
人
が
み
な
陰
陵
の
道
に
迷
う
よ
う
な
も
の
で
す
︒
し

か
し
︑
兪
允
文
だ
け
が
建
安
以
前
の
詩
に
つ
い
て
熟
知
し
て
お
り
︑
私
を
天
下
の
士

と
認
め
て
い
ま
す
が
︑
私
の
こ
と
を
認
め
る
の
は
あ
ち
ら
の
こ
と
で
あ
り
︑
私
の
關

與
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
私
の
た
め
に
張
令
に
お
禮
を
述
べ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
︒﹁
こ
の
世
に
劉
備
が
い
る
事
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
の
か
﹂
と
︒
子
與
︵
徐

中
行
︶
は
ま
す
ま
す
慌
た
だ
し
い
様
子
で
私
が
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
有
様

で
す
︒﹁
朽
ち
ざ
る
は
文
︑
晦
れ
ざ
る
は
心
﹂
と
い
う
︑
あ
な
た
の
二
語
は
胸
に
刻

ん
で
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
子
與
の
と
こ
ろ
で
あ
な
た
の
新
作
を

讀
む
機
會
を
得
ま
し
た
が
︑
こ
れ
以
上
文
句
の
付
け
よ
う
が
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
い

も
の
で
し
た
︒
文
は
書
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
︑
あ
わ
て
て
作
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
︒
多
忙
な
の
で
︑
急
い
で
七
言
長
篇
を
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
︒
三

月
を
め
ど
に
し
て
︑
き
っ
と
背
く
こ
と
な
く
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
︒
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